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群2 第

図製

31.6% 五答率共通問題昭和 32~度 (4]

下の図は，見取図で示された物体の投影図を，第}角法でかこうとしたものであ

る。ζ の図の中に不足している線をかいて正しい投影図にしなさL、。

投影図

仁ココ 己
正 商図 左側面図

仁P
平 附図
(土商関〉

図取見

疋 蘭

23.7% lE答率

a. hl'1，それぞれある物体を潟三角法でかいた:qz:jiij凶，jf簡凶である。この図

の侭踊凶 cとしてあてはまるものが， 右のAからわまでの中にいくつかある。そめ

あてはまる ものにはOを，そうでないものにはxな，それぞれ( )のゆに謡きい

れなさい。

共通問題昭 和 34年度 (2)
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昭 和 30年度 (5) 必修の選決問題 E答率 65;6%

つぎの見来図で~される物体の投影図を，第三角法でかいたが， 未完成である。

定木および，コユ〆パス~用いて，これを完成しなさい。

平 面白 @ 

口

.iE. 00'包 t且 畠包】 仰せ品田

昭和 33a: l'1!: (6) 必修の選釈問題 正答蔀 76.0%

えい

A凶t'I，寄る物体を第三角法?とかいた投影図である3 布のに二コの中のB図は』

この物体をある方向から見たときの見取図の外仮11の線だけをかいたものである。 と

の閣に適当な線合かき入れて，見司王肉を完成しなさい3

〈物体のかげにかくれて見えない繊はかかないこと。〉

A凶

日
[品

昭和 33年度(6') 選択の職業・妻賢縫問題 IE~系 28.5%

Aは第一角法でかいた盟

板の12]簡である。このffiI抜

を第三角法でBにかきた

い。 E商閣の右側に1lI1掴図

をかきなさい。 思訓告一一
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問題のねらい '

これらの問題は，投影図法(第一角法，第三角法)の知識・理解p および競

図の能力について，どの程度理解し3 身につけているかをみよう としてレる。

32年度 (4)の第一角法に関する問題以外はa すべて第三角法に関する投影

図の問題である。

生徒の医難点と指導上の留意点

投影図法は，立体的な物体を平面上tこかき表わす方法であるが，その砂]休と

図面との関係、がまず理解されていることが大切でおる。

第一角法と第三角法について，それぞれの図面の配置のしかた言わさま本的に

混線するまでには3 学習指導上，相当の劉難があるσ

どの問題恥投影図法のj京理やp かき霊長:iっす各面のgc授の基準などについ

て，直接的には聞いていない。見取図をみながら，かかれた来完成の投彪図を

完成させるとか3 反対に投影図をみて，見取図を完成させるといった3 どちら

か主いえば，投影凶法の見方，すなわち2 読凶の能力をみようとする出題方法

ではあるが，やはり基本的には，投影図法のl原理やs第一角法，第三角法のか

き表わし方がよく理解されているかど5か，ということが伺といっても根本で

まbる。

必修の選択問題， 30年度 (5)，3;)年度 (6)の問題。工別どして3 共通問題

の32年度 (4J 31.6%， 34年度目)23.7%と正答率の低い原因を推定してみ，

ると，そのへんの理解が，ふじゅうぶんであゥたのではないかと思われる。特

L 女子生徒の場合に，その乙 とがいえるようである。

1. これらの問題を正しく解くために，生徒が身につけていなければならな

い知識，技能としては3 つぎのようなものがある。

(1) 投影図法〈第一角法.第三角法〉の原理

(2)第一角法.第三角法のかきあらわしかた

向)投影図法〈第一角法.第三角法〉の見方一一読図カ

2. これらの学習内容は3 教科番などで，抽象的に説明するだけでは身につ

かない。

物休をおく位王室と，見る方|司によって，表現法がちがってくる。 した
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がってP 物体と図商との関係を正確には援させるために3 生徒名自に， 投

影図用の教具板 (A図参照〉を持たせ，殻種類かの簡単な物体も笑際に

かかせ，投影図法の原理を理解ーさせることが2 まず必要である。

〈注〉 ・ かんた~な物体は，教師が木材，石 o主主協凶川のfAJ桜)
菅などで製作し用意するc

-投影図用の図板は， 縦12cm，積ocm

位のポ{ノレ紙二枚の業中を切って十文

字に組まぜる。

3. 指導のさい， 第一角法と第三角法を対比させながら，かきあらわし方の

相違，図面艶列のしかたをはっきり認識させる。

4. 投影菌、法の指導は， I年の 「製図の基礎」の単元で指導するだけでな

。く，木工， 金工の製作央習の場合や， r機縫製図Jに発展した場合にもp

その都度ふれるようにすることが大切である。

5. できるだけs 多く の陸臨をみせて，読図カを養うよう j.ζ指導する必要が

;!bる。

(>. 第三角法の指導には3 特に，ガラス裂の展開できる投影図用の教具をく

ふうする必要がある。

E 篭
A= 

ヌし

昭和 31年度 (12J 必修の選択問箆 正答率 イ.80.6% .... 67.0% 

っきfの文の( )の中から，正しいものを一つ選んで， I二二ごiでかとみなさL、。
.. へ-" b 

イ.原動践をすえつける場所はく湿気のある部震がよい。湿気のなん、部屋がよい。。
湿気のあるなしに関係しない。〉

'"電動機にそのカ以上の仕事をさせる 〈負荷宏かけすきFる〉とく電圧があがる。
~ < 
電力消費震がさがる。回転速度がによ2る。〉

-
伎に

υ



問題のねらい

電動械の保守p 操作K関する科学的な知識の理解程度をみようとしている。

生徒の困難点&指導上の留意点

イ.の問題を解くためには， 関係知識として，電動機は「湿気が禁物であ

る。」というこ とを知っていれば，一応解答できる。また，職業・家庭科の学

習だけでなく，理科においても何回か取り扱われる内容であることがらしても

誕答半80.6%と，非常に高い結果を示しているのではなかろうか。

しかし3 電動機はなぜ湿気が禁物かs とい う理由まで理解されているかどう

かとなる と， やや疑問があるの

学習指導においては3 原IJJ機の構造，機能とも関連づけて指導し，湿気をき

らう理由や，保守p 修理よの留意点も知識・漣怒として3 マ逮的に学習できる

よう指導計画会たてる必要がゐる。

" .の問題は3 関係知識主して， r回転速度がtこぶる。 一一負荷ヰどかけすぎ

る。 ー 過熱， t員焼する。」主いう理解が必要である。

その他の関係知識とじて，

。寝~!E--電圧を作り出すこ と のできるものは， 発電機と電池である。(省主

諒) 電気穏具に電圧を加える と3 電流が流れる。そして，定者tEが流

れても電圧はかわらないということ。(電圧，電流の計り方p オーム

の法則〉

。電力量一一電気の能カを電力といいs電力はワット (W)を単位とする。

ワット (W)=ボル ト(V)xアンペア (1)

電カ×時間=電カ量〈ワッ ト時p ワ7 ト秒)( 1馬力=746ワット〉

。電動機のi鮮進i原理および回転数

1201 .t" 
n =-'-'=pム f=ザイクJレ， p =極数〈三相の場合)

これらの内容も，理科の学習指導にまかせるということでなく， 理科との関

連をとりながら，モーターの分解，組立の笑習と結びつけて3 モーターの構造

昔了乎がかりとしながら，再度学脅させる必要がある。

そうでないと，単なる技能に終り p 生きた科書量的な技術とt:J:なう符ない。電

P
内
uv

-
h
i
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動機に食荷をかけすぎ，回転速度がにぶるという実験をさせてみる必要はない

が，オむ付加工の機械操作や，農業機械の操作市に3 あやまって通負荷をし，回

転速度がにぶった携合に，こうした知識が顕においてあるならばs 直ちに，そ

れらの状勢に対処できるのであって2 常にそうした態度な忘って，電気機械をど

取り扱う物の考え方を主義うことこそp 大切な指導の要点:むある。

昭和 33年 度(7) 必修のi富沢問題 ' 正答率 21.8%

電気TJfγを使用中L 金属加こさわったらピリツとした。 これはどのような

額類の故隊か。下の{ }の中から一つ選んで，その番号をOでかこみなさt、。また

この故障の原因を亡二コの中からーっ選んで，その符診をOでかこみなさし、。

(].ー短絡〈シ ョー の 1

i2弱震 J しよ< I 

3. 接触不良 ) 

問題のねらい

a. ::1【 ド内の二線の脳血

b.ニ:<$:のリー下線とカノヰ{やおさえ金c:!t
し金，保熱金3との接触

C. 一本のリード線とカバーやおさえ金〈寛

し金， I;袋綴傘〉との按蝕

電気アイロンの放隊に関して，笑際的な知識 ・理解をみようとずるもので，

故障の種類と，その際因についての解答も重ねて求めている。

生徒の困難点と指導上の留意点

常持プイ以 ンばかりではなしその他の電気器具にしても，その使用中ピリ

ブト漏電を体験したという生徒{も数少ないことであろう。また3 漏電は2 息

わざる大.きな災害を招くことがあるのでs 経験のないという事が望ましいこと

である?しかし，電気器具の使用中2 コー ドがねじれて損傷し3 コード内の三

線の接触により，短絡(シ習 ート)を経験した生徒や，さしこみプラグ3 コン

セントのうけ金ナッ トがゆるんでいたり L'丸接触不良についての経験はs生

。徒!の中には相当数いるもの と思われる。

生徒のそうした休験発表を乎がかりとして3 電気による本放や故障について

の基礎的な知識を，理科の学習と関連言どとりながら理解させる。
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。ョノョート (短絡)::rム F内の二線の接触…1…抵抗がなく s非常に大きな電

流が流れる。 。

。漏電 f争録不良〉一本の羽ード棋とカパーや，おさえ金との接触，包む

アイロンの=クロム練宅どおおっているウンモ板が破れて，:=クロム耕と座

金が接触してp アイ P ンに手をふれると感電する。

。電税の接続部の過熱(接続(蝕〉不良)電線のつなぎ胃"電気ー時呉の端子・

金具のねじのゆるみ，安全然の刃と刃受~.，..との接触が不良で主うると ， 接触

抵抗が大きくなり過熱p あるいはついたり消えたりする。

こうしたs電気の故障による事故はJ 思わぬ災害をまねくものである。電気

分野の学習においてt主，こうした知数は2 じ肋うぶんに理解させ，事故に対し

ても適切な処震のできる能力や，態度合身につけておく必要があるの

しかもそれは， 単に口答で説明するというだけでなく 3 電気プイロンの分 T

解，組立の笑習とあわせて学溜させ，アイロンの構造や3 機能の理解をども主tこ

して，その回路をよく研努させp 絶縁不良や， 接触(続)不良の現象をじ笑地

を還して確笑に理解させることである。そこではじめてa電気アイロ yの故障

の原因ゃ，発見のしかたが主主能として身につき3 電気器具にヌせする正しい取 り

扱いの態度も養われるのである。

昭 和 31年度 (7) 選択の峨業 ・家縫問題
イ.64.8% 

正答率古.42.1% 
ハ . 12.1% 

泰山君l:t自分の部屋の智;~登だけがつかなかったので， つぎの箇所をしらべること

にした。これらの箇所には，どんな放鰐が起りやすいか。それぞれ一つずつ番きな

さい。

イ.Z包殻

"'.ソケタ ト

ハ.回 目 tぜット

，問題のねらい

一般的な配線器具乱故障の箇所を問う ζ とによ り，配棋器具の線道機能に

つ~\て，どの程度理解しているかをみようとしている。
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生徒の困難点と指導上の留意点

電球の故障についての，正答率制.8%に対し，ソケ 7 ト)'"戸ゼッ・トについ

てのlE答率は42.1%となっている。 これは配続器具の機構が案外に理解されて

いないことを示すものであろう。

ソケァトや1 rr- ゼヌ トは，簡単な梯騰のi:[[線器具である杭学習指導上3

.これらの笑習務材はじ陣うぶんに整備しておいて3 電線と器具の接続等の突習

と関連づけて恭具の構造， 機能の研92もじ l~ うぶん勺きる よう留寂するこ とが

望ま しい。

さらに，器具の模型や，図表などの視覚教具も利用し， 機能と電気回路の関

係をよく理解させること.も大切で〉それがとりもなおさず，故障の箇所も3 発

見できる能力が身につくことにもなゐ。

配線器具・は，それぞれ重要な機能をもち2 電流を流したり，断絶したり 3 ま

た，電気による毒事故を防ぐ役員を泉している。その機能を果すことができなく

なることが故障であり，その回路に電流が想、う ように通じな《なることである

田紛点棋の故障の原則応こうし允ことからはっきり理解する ζ とができる

で、あろう。

。電綜コードと器具端子との接続部の故障

ねじがゆるむ〈義務不良〉・…・過熱，ついたり治えたりする。

導体がきれる(回路切断〉 …・ー停電

。者棋の機能上の故障

世 F ゼクト ・ヒユ F ズの切断…・・・〈回路切断〉・・…停窓 。

-ヒューズのしめつけねじのゆるみ〈接触不良〉 ・…・・涯議事リついたり

消えたりする。

キーソケ ット・キーの断続草書館綴壊 …・〈回路切断〉 …・・・停電

・キーの断続機能不.li1"....(右堅調自不良〉 ・…・・ついたり消えたりする。

ルU苧のー→般的な故障の原則を理解させる よう指導する ことである。さらに留

意すで〈きことは，こうした務兵個k のP 故樟箇所の発見，修理の能力せを身につ

けさせると同時に3 屋内配線の会休的しくみ，の理解も必要であって，たとえば

令泰山君の個室だけが停寵した場合，どこから臓にLらべていったら，最も卒く

故障の箇所が発見できるかといった総合的な制球の発見， 修理のしかたの技能
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こそ最終的に身につけさせるィき内容である。常にそうした点に留意志fしなが

ら指導事する必要がある。

昭.和 34年度 (2) 選奴の]餓業・家庭問慾 正答率 10.5% 

安全器〈カットアウトスイ yチ〉のふたが熱くなっていたので調べたところa つ

ぎのa.b. cのような状態であった。 このうち， ふたが署名くなった原因はどれ

か。 一つ選んでJその符号をOでかこみなさい。また，そのE華街をかんたんに議き

なさし、。

&. 2本のヒューズのうち. 1木がヒューズと同じ太さの銅線にかえられていたo

b.ヒユ戸ズをとめるねじをしめすぎたために， ヒュ ー ズカ\~議くはられていた。
L..':"ミ

C. 受金 〈通受〉のばねが剥くなって.刃とよく篠蝕していなかった。

浪曲

問題のねらい

安全器の過熱のE京国や， その理由を述べさせるこ とにより P 配線器具の構

造3 性能p 電気の性質についての知識・理解と p あわせて，故障修還について

の，技能の程度をもたしかめよう とする問題である。

生徒の困難点と指滋ょの穏意点

基本的に理解しておかねばならないことは3 電線接続部の接続不良p 配線器

具(安全器〉の接触部~t.， 接触不良があったりすると ， 接触自自の抵抗が大きく

なり ，そこが過熱さ'れ， 事故の原因となる。という 3 電気の埋論がよく理解さ

れている ことである。 この問題の五今年2$~10.5% と低かったのは， そう した理解

が不じ恥うぶんであったことと3 震流の流れるしくみ，オームの法則に関する

知識がなかったことから，安全器に， ヒューズのかわりに太い銅線が入ってい

たという選択肢につまづきを生じたためと怠われる。さらに，理由が，文筆記

述で求められていたため，一層の困難が感じられたとも考えられる。

まず3 この問題に関係する学習内容をあげて3 それぞれの指導ょの留主主点を

述べてみよう。

電燈器具の内部やs皇内配線の一部分で，電線がはずれてp 他の電線にさわ

ると，ショ ー ト(短絡》をする。その場合，安全絡のヒューズがとぶから安全
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で、lあるが，もしさまったヒュ ーズの代用iに鏑線などを使っていたりすると，配

棋が燃え出し火災になる。こうした内容は割合K"安全器の構造と関係づけて

学習されているようであるのま記s錦棋を入れてt主ならないこともよく理解さ

れている。しかし，銅級の場合3 その回路には抵抗がなく s電気l主流れやすく

なること g とか，またp その場合過熱がおこるかどうか，といった点になると

すぐゆ会づまりがでてくる。

ヒュ ーズの選びフケや，ヒュ ーズの入れ方にしても，単なる操作突習として経

験させるだけで，竜気の理論的うらづけのない指導が多いようである。

またp 故障の修還にしても，部分的な修理のしかt~ti策外にわかつてはいる

が，一旦停電した場合， どういう手順ぞ故障務所を発見するか，ιいった能力

はあま り身についていない。

安全器の放樟の修理ができるということは3

0:;寄金者舎の故障一日感触不良， ヒA ーズ切れ

oヒューヌ了切れの源問…...・ヒューズなしめつけるねじのゆるみ (接触不

良)過熱

-器具やコー rがランョ F トしたため

.漏電のため

ショ - 1'，漏電による ヒム{ズ切れのときは，故障の箇所の3 修遂のしかた

という基礎的な盤解がなされていてP はじめて，安全器の修理の技能が身につ

いていおとかえるのである。

単に，S字形に，ヒューズを取り つけられるということどけではな しあぐ

までも，総合的な技術指導こそ室主主である。

J IH 1袋 、 械

昭和 .31年度 [4) 共通問題 正答率 38.5~る

縦やアルミ鏑などに ω のしるしがついているものがある。とれtt;;;'Ä~-
FP、って日本工船尾綴 (J1 S)に合った製品につけるしるしである。日本工業

主絡協(J1 S)が設けられた選出は伺か。すこいせつと，思うことを一つ欝きなさL、。

理由
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問題のねらい

日本工業規絡(JapaneseIndustrial standard-JIS， ジスと読む)が設け

られた意義についての理解をみようとしている。

J 1 Sの定められた理由

・鋭絡統一

・互換性生産方式の可能

-大j食生廷による原価引下げ

.品質の肉J:

-取引の単純化と公正化

- 規絡の-~さにより国際信用を婚し，輸出振興をはかる

生徒の困難点と指導上の留意点

昭和30年皮のころは，ょうやく J1 Sマークが普及しはじめたこるで，一般

にはまだ3 あまり知ら.れていなかった。その上， 教科書などにもほとんど搭載

されていない。

正答率の低かったのも p そうした理由から，学習していない生徒が多かった

ためではある交いか。

問題では，身近な日用品，鉛筆3 アルミ鍋についての J1 Sマークを手がか

りとして， J 1 Sが設けられた理由をきいてし、るが，学習指導においても，そ

う、した身近な問題をとりあげ，J r Sマ{クになじませ，日本工業規格が定め

られた理由について，指導する機会をとらえるべきでトある。またゑ 「製図の蓮華

~n r白転車JrミシンJといった単元において1/:;，日本工業規格の設定によ

る，互換性の利点や，品質の向上3 大量生産方式の可能といった効桑について

翠解させることでらる。

要lむ技術の指導をする過程においむこ うした社会的，経済的な知滋・理

解もあわせて指導することを忘れてはならないのである。

昭和 32~~度 ( 8 ) 必修の選択問題 涜答率 42.8%

つぎの文の( )の中にあてはまるものを.下の亡二コ の中からそれぞれーづ

ずつEきんで，その番号を瞥ぎなさL、。

a 少しさぴてとりにくいナッ トをはずすときに用いる油は( )であるo
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b.ポールペアリ yグ伝用いる3衝は( )である。

i ワ-e1} y 2 テV，!::'y狛 3 グトス 4.Aey明 5重油 !

問題のねらい

機棋に使用される潤滑油の種類と用途についての，知識 ・理解をみようとす

るもので，関係知識としては一般的な内容である。

日常生活における経験的な要素を三子がかりとしても解けそうである。

生徒の密葬量点と指導上の留意点

向転車の分解組立の笑習を縫た生徒でられば，いろいろの泊を使用している

であろう し， ポールベアリングtとグリ ー スを用いるということ~まよく理解され

ていたと忽われる。

また，生活経験で，泊に接する機会が少ないとはいえp ボ~jレベアりング，r~

グリースを用いることは常畿である。

しかし， rさびてとりにくいナ"7I、をはずすときに用いる油Jl:問われた場

合，簡単なようで案外にきた徒は抵抗を感じたのではあるまいか。

さらに3 スピン l~ )レ漁が選択肢としで出されたことも 3 生徒の図雑度を惜し

たとも三与えられる。

こうした知的な内容は，単に， 口頭で説明するだけでは， f夏解は悶難であ

る。もちろん，笑習にあわせて学習することが望ましいわけであるが，できれ

ば，多 くの油の種類を準備し， y問、滑油の原料や，その状飯，性質などを笑地に

平にとって研究させ， それぞれの用途を理解させるように導く必要がある。

ますこ，そうした指導が，機繊の分解，荒量SL笑習と一株主して学習され"機敏

を保持する泊の重要な役割をも理解さ為るように仕組むならば，なお一層望ま

しい学習形態といえ よう。

治の用途別の系統ゃ，潤滑油の種類，用途について図表化L.，常に生徒の自

にふれるところに掲示するなどの配慮も大切である。
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昭 和 34年度(7) 必修の選択問題 正答主義 5，(1.0% 

自転車の整備について，つぎの文の中から正しいものを三つ選んで，その番号告を

0でかこみなさL、。

L ザドルが低いので筑豊獲しようと患ったが，これは調穫できない所なので中止

したo
~< 

2. 前ハプ磁を前ホ-?に閲fきするために，ナァトを強くしめた。
.ttt.:. 

.3. 上パイプを持ち上げ， 前車輸を地扇から磁したとき，前ホータが正前を向い
..し

たままで止まるように.上三E抑を強くしめたひ

4. プレーキのきき加鴇いので，ブν【キ胸にマシγ泊をやった。
自宅9品

ラ ハY ドノレヵ:詮いやすいので， el.r上ナット〈号|上総〉捌くしめた。

6. チェシ引を引きすぎたので，ギ-t._?ラシクの回転がm:くなった。 ー， 

昭和 30隼度 (5) 選決の可総終・家庭問題 豆答率イ.44:.4% • 1". 61.2% 

自転翠の分持率組立を終ったが，官官織がよくまわらなかった。また，チιープの空

気もれを発見した。

おのおのの原因と窓われることを，それぞれ二つずつ替きなさい。

イ.吉日輸のよくまわらない原因

2. 

ロ.チユ戸プの笠気もれの原因

2. 

問題のねらい

これらの問題~t ， 自転車の分解， 組立， 調擦についての知識，技能の程度を

みようとねらっている。

生得の困難点と指導よの留意点

34年度(7)の問題~t，必修の選択問題であるが，排除する選択肢が集外綴

単であったた杭 正答率はよかったとも考えられる。 5， 6の選択肢は容易に

選ぶことができたであろうが， 2と3はまちがいやす‘く，選択にやや悶離を'感

じたかも知れない。
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30年度(;5)の同題はp 選択の職業・家庭の問題で，文宣言記述であるが，平

易に過寄る内容であるため，割合によい正答率を示している。

しいて，困難点なあげるならば，ホ戸ク， りl、，<ちゴム等の名称が患い出

せなかったため，文章記述があいまいに沿ったという ことであろう。

学習指導においては，分解，経立の作業笑習を過してs機械の構造，機能の

理解をさせておくなら問題はない。

しかし， 組立，調整のしかたやJ 放隊発見の能力とな，ると 3 単に一度の笑習

を経験した程変では容易に身につかない。

理科の学習内容とよく関連づけをして，科学的な基礎翠言語の上にたって，機

械の要繁および物護学的な機造3 機能のl原則をよくつかませ，分解，組立の笑

習~程において，笑地にたしかめつつ原翠，原則の遜用のしかたを， 科学的に

みたり，考えた りするよう指導する必要がある。

そこに科学的危態度も育成され3 単なる手先だけの技能者でない， いわゆ

る，科学的な産業人がつちかわれるのである。

昭和 32年度 (11) イ 選釈の職業 ・家庭問題 IB答率 33.3%

イ . つぎは自転車の前ホ~ ffをとりはずす作業である。作業順序の番号、会 ( )の

中に書きなさい。

c )ホーFの上ナッ ト，中ナァト，ランプ掛けをとりはずすロ

( )前輸を両足でお司会，J、 ν l~~レを左右に回転しながらハγ ドル械〈 。
( )前後のプνーキ知事事と円シ ドノレの引き上げ総をゆるめる。

( )ホ【タをぬきとる。

( )ホ-?lのJ二たまおしをゆるめ，それを静かにはずす。

ロ.昭和3.2年度 (11)ロ参照

問題のねらい

自転車の分解，組立における3 特に前ホークの分解に関する知識 ・理解につ

いて3 その分解工程j願を判定させることによって，その習得程度含みようとし

ている。あわせて，自転車の分解3 組立実習の，実施程度をもみよう とねらっ

たものと思われる。

生徒の困灘点と指導上の留意点
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こう した問題は，機械の基本的p 一般的な理論がわか勺ていればp 解答もき

る問題だとは必ずしもいえない。

なぜかといJ(rc.:， この問題は，どうしても白紙来そのもの，すなわちI .~tr示 ー

グの分解の手順がはっきりと狸解されていなければ，判断できない問題で、ある。

しかも，図解ゃ，口頭記けの伝達?とより ，単なる知識として受けとめるとい

った学習過程では，いかに記憶刀にたよるとはいえs じ帥うぶんな正答率は望

めないであろう。

自転津の前ホークの分解笑習を確突に笑;抱し， 計溜的に合理的な分解手順の

研買をさせることによって，はじめて哀の知識・ 袈解となり得るのである。

しかいこの分解の手順は2 必ずしもs他の機械の一般的な分解乎j般の基礎

となり得ないところに3 この問題の難点、があったともいえる。

そうしたことがs またJ イ也蘭において3 自転車の分解，組立実習がp ほんと

うに笑施されたかど うかな判定するのに，よ り勅泉的な問題であったともいえ

るのである。

選択課程においては，限られた小人数としづ条件からして2 設備がある程度

不足していても 3 割合tこ笑習がやり易いという状態にあるのではあるまいか。

この問題のE答率からみて，案外に実習が手引つれていると解釈してもま、ちが

いなさそう である。

E昭和 33年度 (61 ロ 選択の機業 ・家庭問題 五空事務 14.2% 

イ.昭和3持皮 (6Jイ参照
¥ 

"'.下のaJli自松事tこ使われる五つの部品を， だいたし、実物大にかいたものであ

る。このうちのどれがつぎのA B.に使われるか。それぞれ俊われる部品'の番号

を( )の中に書きなさい。
ピ〈 たがい

く ) A. ハゾドルポ スト 〈ハν ~)レ直管〉と前ホ - l;t軌を!i:rこ動かないよう

にとめる。
110 

( ) B. ギャータラ Yグとグラ Yグ翰〈ハシガーしん棒〉を互に動かないよ

うにとめる。

1. 一二 仁二噛 z胸

寝台!十一吋的色
-3
 

au 



問題のねらい

この問題ι前述の32年度 (11Jの出題と同様K.，自転車の分解3 組主の実

習I.;?it，どの程度実施されているかを判断し，さらに，自転車部品の-，この名

称，機能に関する知識 ・理解をみることによって3 自転車の機構についての3

一般的知識 ・理解の程度を判定しようとねらったものである。

生徒の困難点と指導上の留意点

自転車のハンドJレ昔日s およびハシガー部 (Nャー・ クランク〉の分解 ・組立

の笑習経験の有無が露呈警なかきrとなる。なぜならば，問題Aの正答は， (1)写|上.

げうす， Bの正答は， (3)クランクピシ .ナフトである。ところが，この部品の

こっとも，内部しくみやおおい〈ケース)の内部にかくれていて，分解しなけ

れば外部からみることのできない部品である。そうしたこ とから分解，組立の

実習をしていなければ，容易に解けない問題というぺきであろう。

さ印こs 選択肢に同じような締結用の機械部品が提示されてあって，その選

択にややとまどった点もあるかと思われる。

3~年度 ( 1 1)の問題に比較してみて， 図解もあり， 各機能も明示されてい

てs 実際的であれ案外3 容易な問題と恩われるのl'~，正答率14.2% と非常に

よくない。やはり前に述べたような問題点が， 生徒につまづきを与えたのでは

ないかと思われる。

学習指導上，留意すべき点は，締結用機繊要素(ポJレトナット，ピン，キ

ー， びょう p ピス〉によって結合する方法~こづいて， 一般的な知識・理解をえ

させ，さらに，それぞれの構造，機能上の特色については3 各教材〈ここでは

自転車〉にそくして，笑際的な指導をする配慮を忘れてはならない。

その他は， 30年度 (5)， 32年度 (11)などの留意点を多照されたい。
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昭 和 32年 度 (11) 口 選訳の職業 ・家庭問題 ・ 正答率 50，0%

イ 昭和32年度 (11)イ参照

ロ 電動機のプ-y-く調Eめから中間

プ-!}ーな用いて作業機のプ{リーに

回転方向が反対になるように.しかも

回転数が少なくなるように動力を伝え

たレ。どのようにペルトをかけたらよ

j ⑨ 

G 8 
いiJ為。

右の図にかき入れなさい。

図において， Aは電動機のプーリー， B. C~ま中間プーリー ， Dは作業機のプ

-J)-である。

昭 和 33年度 (2) 口 選択の稔量産 ・家庭問題

世.右の図は， モー.ターから綴械Mへ動力を伝達す
みうち

る装置の略図である。モータ{の回転数が，1分間

1400回転で，プ-9-A.B，C，D，Fの菌:筏

がそれぞれ 130mm，650沼田. 2ラOmm，250mm， 

300mmである場合， 機械はを 1分間140回転でま
じ〈

わすには，中|討i輸のプーリーEの箆径を何mmに

したらよいか。ただし.プー P由とペノレトの聞に

はすべりがないものとする。

答 mm

問題のねらい

正答率 46:6%

B 

<;ーター

動力の伝逮に関する問題で，特にベルトによる伝達のしかた，およびその取

りあっかいについての知識3 技能をみよう としたもので為る。

32年度 (11) ロ.は，回転:方向と回転数を問題にしたベルトのかけかたの問

.題3

33年度 (2) 1'.は，ベル トによる伝達装畿で，タ{ リーの直径と回転数の

関係を内容とした問題でゐる。

生徒の困難点と指導上の留意点

伝導装震，動力伝迷の.方法，ベルトのかけ方〈回転方向の変更，回転数の調
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節〉などに関する知識 ・理解が，泰本的に必要とされるわけであるが，そうし

た要素的な知識を，総合的に{動かせてはじめて解答できるといった問題は，ま

ことに味のある問題といえよう。

33年度 C2Jの問題は， ~I'Uょ.の抵抗もあれよほど侠革に処理しないと ，

まちがいを招くおそれが多い。

l反動節〈動力を伝えるもとの方〉から，従動節〈動力右党けゐ方〉 にベノレト

によって回転進勤を伝えるわけだが，相対するプーりーの直径は，回転数と反

比例することがわかっていなければならない。 その上で， はじめてプ-9-

A， B， C， D， Fの各直径と，回転数を計事しながら，中間軸Eプ-9ーの

直佳を算定するというチ11頂がうまれてくる。

こうした内容は，技術というよれそのうらづけとなる，物理的な知識・連

解の内容というべきであろう。

こうした知的な内容の学習型は3 とかしそれのみをとりあげて，チョ ータと

鼎板で指導さ.れる傾向が多いようだが3 やはり ， 木工機械~，農業機峨などを

使用する単元と組みあわせて，直接，機憾の操作と関述づけながら，いろいろ

な伝導のしくみを研究させ，伝達の方法，原理を理解させるといった学習方法

の之られることが望ましいわけである。

特に，理科学習との関i惑が韮要となる。

しかし，そのように，機紗;分野の各単元で，それぞれの内容に応じて，伝達

の方法，原理が学習されたとしても，それどけでじ怖うぶんな指導がなされた

とはいえない。さらに，どこかの単元で，動力の伝導に関する内容を，総合的

t(-1・系統的に学習させる，という揚が必要となってくるのである。

それではg どの単元の巾に組み入れて重点的に指導したらよいかという こ主

は，各学校の指導計画.によってもちがってくるわけであって，そうした内容器毒

成上の検討も，じゅうぶん考燃する必要がある。
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昭和 33年13f.(10) イ選択の職業 ・家庭問題 毘答率 a. 42.u% b. 12.9% 

イ.石油発動機について，つぎの問に答えなさい。

a.始動するときの燃籾と して，下の泊のうちどれがもっとも適当か。

|ごとピ燈油軽油重油 l
b.ピストコ/にとりつけてあるピスト ν9':/グはどんな役扇をするか。つぎに饗

きなさい。

主F

1".昭和33:年医t(10)ロ参照

問題のねらい

a.石狛発動機の燃料3 特に始動するとき使用するA燃料についての知識 ・理解

をみようとする問題である。

b.石激発動機のピス トンの機能， 特にピス トン リングの役割についての理解

をためす問題である。

生徒の困難点と指導上の留意点

a. この問題を中心にして，関係する基礎知識を考えてみるならば，内燃機関

の棒額やs燃料についての瑳解が満たされていることが必要である。石池発

動機の燃料は3 普通，経j簡を用いているが，経治ではs ノックを起しやすく

始動が困難なので，始動時だけガソりン毛c用いる。それはガソ りンが加速じ

やすく，発熱量が大で，かつハノックを起しに くL、ので始動が容易であると

いった，内容の理解が直接的には重袋なかまとなる。こう.した知識は3 一度

笑習念行った生徒なら一生忘れることはないてeあろう。しかしJ :必ずしも突

習を通さなけれu:理解し難い知識内容でもなしどちらかといえば，一般常

織ともいうべき内容でおる。しかるに，正答率42.0%という結果をみる.と3

内燃後関に関する学習は，主義外にとりあげられていないとみてもさしっかえ

ないようで為る。

34年度 (12)の問題と関連のある問題で‘あってP 学習指導には，この両者は

関連約に取り あげ，一貫した指導をする必要がある。
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b.ピストンはともかくとして2 ピストンリ y グの語句その毛のがわからなか .

った生徒があったのではなかろうか。さらにs その役割~i) となるとなおさ

ら盤解されておらず，その上2 記述形式で解答するといったことで，ひじよ

ヨに火きな抵抗があったとも想像される。五答率12.9%とひじ A うに低い。

シ Fングー ・ピストンp 連接棒3 クランク部についての3 介解，車E立の笑習

をしていればなおのとと 3 たんに教師の分解，五E立演技をみていただけでもよ

い。すくなくとも，そうした経験が為れば，いやでもピストン Hングの存在は

認識され，決して忘れることはなかったであろう。

しかも， その場合必ず， だれでもがs なぜ， こうしたじゃまなりングがは

まうているのだろうか3 との疑問をもつはずである。そこで，ちょっとしたヒ

ントを与えて3 生徒自ら考えるようしむければ3 むつかしい説明などしなくと

も，しんそこから，ピストンりングの役割が翠解され，身についた知識となる

はずである。

さらにa全国的にも有名な柏崎のピストンリシグの生産方式や3 機械産業に

占める重要性などを，社会的，経詩的知識 ・理解左していっしょに学習させる

なら{も 石油機関には，なくてはならないピストンリングの役割は，一層強く

認識されることであろう d

昭和 33年 度 (10) 口 選沢の犠業・家庭問題 E答率 a.74.2% b .32.3% 

イ.昭 和33年度(10) イ参賢官

ロ.つぎのA群の部品は，E若手のどれに使われているか。それぞれ一つずつ選んで

その番号をく〉の中に寄きなさい。

|〈〉a …戸ス I _ _v. I 1. '.7 v' *~信機 3ξ γ | I B群 I~ _. ._~ _._~ _.._~~~".__ .. .. I 
〈 ) b. 7 11ーホ 4ール I-... 12.自転事 4.三相誘導電動機 |

問題のねらい

簡単な機械部品の名称について問う 問題であって，広く解釈すれば，自転車

や);; ~シシの機構の理解程度をみようとしていると考えられる。がイ政的にみ

てs 自転車みやミシンが，生徒の生活にどの濃度なじんだ機械となっいるかをみ，
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ょう とした常識的な問題である。

生徒の困難点と指導よの留意点

常識的なもので，さほど困難点はないマあろう。問題bの，フリーホイーノレ

はs正答率32.3%とあまり理解されておらないようだが， 自転車が，機械教材

としてとりあげられ3 学習されているなら，容易に解けるものと思われる。指

導上の留意すべき点について，は}33年度 (6:などを参j僚されたい。

昭 和 34年 度(12) 選択の験終 ・家庭向題 正答率 51.8%

農家などで後われるよ 5な小恕石油発動機を.迩伝しようと思ったが，なかなか

始動しないので，つぎのような点検をした。 このうちもっともたいせつと思われ 。

るものを三つ選んでその主番号令Oでかこみなさい。

1. 点火せん Cスパークプラグ〉をはずして，スパークの飛ぶのが見える状態に

しはずみ取をゆっ〈り閉して，スパ【Pと点火f時期の良E容を調べた。
でき

2. グリ F スカァプを全部しめなおし，また，すイラーの毛ピール泊の滴下状慾
じゅんかつ

を調べ， 回転部分やまさつ部分に鴻滑泌がいきわたるようにした。

3. 気化苦告をはずして，燃料がぐあいよく流れるかどうかを淵ベた。

4. 水ジャケット〈ホッパ〉に，水がじ陪うぶんはいヲているかどうかを調べ

ザ・ー
~。

5. 港紙できる状態にしておいて， はずみ車を両方の手でゆっくり到し庇恥

よいかどうかを調べた。

問題のねらい

石油発動機の遂転調札特に始勤時の点検調毅に関する知識，技能について

その習得の程:疫をたしかめる問題である。

生徒の困難点と指導よの留意点

石滋発動機の選転上，始動困難な場合は意外に多く，こう した点検，調整の

知識，技能は，操作上特に重要な事項である。

これに関する知識は。，石油発動機の分解，組立の実習経験やp 操作運転の経

験を絞なければ，容易に理解し難い内容でトある。

しかし3 疋答率54.8%とよい成綴をしめしでいゐことlは，乙の問題の檎成に
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おいて，排徐する選択紋が案外に笥~であったことから，ïE答率がよかったと

いえるようである。

したがっ て， この結果から，点検，調整に関する知識，技官Eの習得程度念評

価することは3 必ずしも，妥当な}j法であるとはいえない。

ともあれ3 技術教育の学潤内容と しては，こ うしたs 内燃機闘の取扱い操作

の学習は， 今後，重要な分断な占めるものと考えられる。しかもこれらり学習

は，単なる取扱い操作z 運転と しての学習でなく，内燃機関としての梢誼s機

能のー肢と結びつけてs 科学的に研筑，理解させる といった指潟の方向が重要

となる。

また3 原歌楼の発達の隈史や，現状，さらに各産業との関係など，社会的3

経済的なiIiからの物のみ方，考え方も出来るような総合的な知識，技能を育成

する といった指導のねらいも忘れてはならない。

lV 木 材 加工

昭和 30年度 C9) 必修の巡訳問題 定宇宇都 39.0% 

つぎは，本立を作るときの{乍来工艇の内容である。こに釈断に，徐沙を( )の中

に'aきなさい。

( ) a.底板や側板の釘込み.をしたり，横議の切絞き宮する。

( ) b.各部品の仕あげけずりをする。

( ) c.主主裂する。

( ) d.板を兎けずりして.木どり線を引く。

( ) e. くぎ打ちをして，組立てる。

( ) f.のこぎりで，令部分を切取る。

問題のねらい

木材加工，本立の工作法，特に作業工程の理解をみようとしたものであり ，

あわせて，木工の実習体験をもみようと したものと恩われる。
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。生徒の困困難と指導上の留意点

本立の製作でなくとも，木工の製作笑習を系統立てて学習していれば3 作業

工程の順序は3 ほぽ同一であるからs基本的には解答できるはずである。

正答率が割合に低かった原因を考えセみると，つぎの理由があげられる。

! 問題では，作業工程の aを第三工程とし，bを第山工程とすることは3

常道であ乃う。

しかしP 糸鋸で模様を切り抜いたれ彫刻したりする場合や3 またs製

作が長期にわたり 2 板がくるう事が予想される場合など3 そう した工程の

あとで， 仕上げけずりをすることは，困難なことが多い。

そうしたこ とから3 仕上げけずりを先にやって2 そのよで，切り込みを

したり，模様の切抜きをするという千時間l演序をとる場合もあるの

ζ うした指導順序をとった場合，その理由を徹底させて指導しておかな

いし笑習経験を積んだ生徒がかえってつまづ4結果ともなる。

2 しかしs 最も大きな原因は3 施設，設備のない学校が多く ，製作実習を

基本的に諜してはいなかった，ということではなかろうか。

こうした学習は，必ず3 製作突習を維なければならないわけであるけれど

も，それが単にp 生徒な受動的な立場において，教師の命ずるままの，作業工

程tこしたがい，それぞれの作業が行われるという状態であっては，全体的な，

作業順序をつかむといった能力は3 身についてこない。

あく までも，生徒の自主性を尊重し，設計の段階から， 全体的な作業工程順

のみとおしなもったf特集工程表などを作らせ，科学的，合理的な作業ができる

よう指導しておかなければならない。

またs そうした作業計画は，どこまで、も基本約p 一般的な作業工程にそって

立案させることが大切であって，もし作業の巡穫において， 不都合がでてきた

場合〈たとえば， 前述したように僕様の切り抜きの前に，仕上げけずりをした方が合渡

的である〉 そこではじめて，計画変更をさせるといった指導過程をとること

が何よりも大切である。
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昭和 30年度(9) 選択の職業・家庭問題 正答率 15ι% 

下の図のようなもり之ワを-{郎作るために必要な木材・を見積ってく 〉の中に適

当な数を犯人しなさい。

名 話器 m途
寸法(cm)

保障さ|厚さ
数量生

杉正5分7寸絞 刈』反 1.5 d( )1 

関 後 板 11.1 a( ) 15 c( )1 

;g.主主4分7寸絞降 板 17.36))( ) f( } 

y主主中事桟Aとってc{ ) 40， 2ド() I 

f単位 cm)

問題のねらい

見取図の寸法を読んで，材料見後炎の~穏に適切な寸法主数量を記入する問

題で，見筏りの針薗能力セみようとするもので，あわせて読図能力をみてい

る。

生徒の困難点と指導上の留意点

投影図法でかかれた工作図を説んでz必要な材料の見積をする能力は木材加

工だけではなしすべての製作介野において重要視されるべき能カである。

この問題{忠，見取凶に寸法が人っているためp 読図にv1.さして図難を感ずる

程のものではない。 しかるに， 正答~{I 5.4% と ， まことに低い結巣を示してい

る。この結泉だけからみれば，材料見積の能力は，無に近い実情といわざるを

えない。

これは，選択1紛韮という生徒の質にも関係することであろうが，従来，とか

く画一的な指導が多く，教師からあたえられた材料によって，玉手に製作すると

いった傾向がられ各向が創意くふう をこらした工作図をかき，それによって

材料見積表や作製し，材料購入をするといった自主的な，一連的な学習がなさ
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れておらなかったことが，とうした結果を示したものというぺきではなかろう

か。

いかに，同一題材によって学習会すすめるとしても p 製作技術の習得.と同時

に，生徒の白主的な材料表の作成やi見積計画をたてさせて3 そうした商の能

力も s じ i。うぶん身につくような指導をするという こ と も)~れてはならない

重要な留意事項である。

昭 和 31年，度 (11) ・選択の験談 ・家庭問題 正答率 33.1%

家具を作る木工機械のうち，潟動機で動くものを三つあげ，それらの泊途を簡単

に議きなさい。

機械名 用 途

問題のねらい

木工機械〈動カ用〉の種類む その用途について，どの程度理解しているか

をみようとしたもので，木工機械?と関する問題と しては，一般的な問題であ

る。

生徒の困難点と指導上の留意点

職業，家庭科設備として2 木工機械が学校に紛えられていればs まことに常

識的な問題であ り， いたって容易な問題というべきであろう。

さらに，木材加工に木工機織を使用した経験がある生徒ならば3 問題ではな

し、。

しかるに，正答率33.1%程度ーとは，どこに困難を感じたのであろうかの

思うに，設備が不完全であうて，木工機枇を使用した経験はもちろんのこ

と，木工機械をみたこともないというのがJ 大部分の生徒の実情だったのでは

なかろ う か。そう したこ とが， この正答~ーを11fく して。いるいちばんの原因であ

ると恩われる。

現有の教科書には，たいてい2 木ヱ機械の写真が挿入されており，参考資料

」p
h
d
 

"'' 



主して，その桜能もくわしくのぜられているが， こうした知的な注入だけで

は，なiむとしても，理解の程度は誇し、。 この問題の結果が，

明してくれているともいえよう。

。木工機微の‘在E頴を大別すると

__..，.円のこ量襲

。切断-…・のこぎり……のこぎり悠'壬云一一一干f}のこ童書

『、糸のこ童基

__..，.手押しかんな娘

。けずる…・ーかんな 哩ー-ー かんな悠乞L一一一自動かんな皇室

¥ ""'簡とり書室

の み 1 ¥_一 角のみ産主 ・ボーJレ銭
。;ま・る・・・・ 3 一てー

き り I ~ーノレー ターマジプ

、木工旋悠

以上三つにわけられる。ごの種別の大要~顕に入れておく必要がゐる。

施設3 設備のない学校であっても 3 こうした木工農業の近代設備について，

その種類や，機能は，じ惜うぶんに翠解させておくべき重奏な学習内容でゐる。

笑習lま3 ーヂ工業民Jij:教材をとりあげて，手ごに兵を用いる木材加コこで終らざる

を得ないと しても，それぞれの製作過程において，現在の産業界において用い'

られているJ 最新の技術や，使用機械3 機具についての知識・理解をも」与える

ということは，学習上，忘れてはならないこ とである。

そう した学習を行なうことによってJ (t'.tじめて3 中学校の技術教育も3 発展

的な，生きた教育となり 3 技術革新の時代に対処できる能力を身につけた，生

産人の育成ができるのである。
， 

昭和 32~度 ( 3 ) イ 滋択の職撲 ・家庭問題 E答率 14.4%

ィ. iせん」を材相こして作った本絡を;1e現段惜の作幾でニス金長1土上げをしたい。

つまの三つの作業のほかに，もっとも必要な作業は何か。答の一一ーの上に議き

なさい。
ぜん ぺ

・党色系の染草寺を，はけでぬる 0

・ラ ヅ/1=スをはけで三回ZEりをする。

・木部の表面を，紙やすりでみがき，なめらかにする。

答

P. 昭和32~予度 (.3) (ロ〉参照
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問題のねらい

木製品の主主装に関する問題で， 特に目どめについての知識 ・ 理解~みている。

生徒の困難点と指導上の留意点

塗装をより効果あらしめるために，自どめをする。その呂 どめの方法やp 目

的について，理解していなければならない問題である。

特に「せん」のように，木地の荒い材料札主主装上，自どめは主くに!l?:護な

作業である。

この問題で3 生徒がつまづきを感じたと推定されるこ とはJ r黄色系の染料

をはけでぬる」という作業が，三つの作業として特設されていたことではなか

ろうか。

一般的にp 塗装の着色作業vt，自どめといっしょに実施されるこ とが普通で

ある。すなわちJ rとのこJに染料会加えてぬ札着色と 目どめを同時に行う

ことが普通とされている。

それにしても， :iEj答2容はあまりに低い。思うにJ 塗装笑習は3 単に教師から

あたえられた塗料をぬるだけの作業に終始し2 主主装の種類2 性質3 用法とか3

材質 との関係などについて，系統的に学膏がま とめられていないためではなか

ろうか。

昭 和 32年度 (3) 口 選択の総業・ 家庭問題 正答塁手 50，0% 

イ.昭和32年度(3) が) 参照

ロ.つぎのAl詳のものはどんな作業に用いるかo R若手からそれぞれ一つずつ選ん

で，その替号を く 〉の中に議きなさい。

AI ~ ) a.けびき
B 

1， ピスや;;jくねじをまわす

く ) I予.ディパイダー 2 ナヅ トをまわず
u.〆ル かっ

) C . ポール~ 3.分割や寸法移しをする

群I ~ ) d. 1:ライバー
君宇

4.一"，，よ定の備にすじをつける

〈 ) e，スパナー 5.穴をあける。

問題のねらい

第2群におけるいろいろな工具3 機棋の使用法についてきき3 それらの機能
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と用途について，どの穆渡理解しているかをみているち

生徒の困難点と指導上の留意点

わりあい，常識的な内容であって， 80%程度の正容率を期待したかうた。

ここにあげられた程度の工具ならp 日常生活において，自にもふれ3 また，

佼用経験もあゐう。

さらに3 笑習で，一度使用した緩霊長があればわかることでz思考せr必要とし '

ない問題内容といえよう。

ζ れらの工具v't，;機械ボーJレ量産を除いてはp すべて手工具であるが，日進月

歩の近代産業の現場において，これらの工具がどう敬喜子され3 使用されている

か，主いったことに着目させるような指導が必要である。

昭 和 32年 度 (3) イ 逃釈の戦業・家庭問題 A. 33.3% 
正宅害事 B. 41.7% 

イ.下の図をみて，つぎの3tのく 〉の中から.IEしいものをそれぞれ一つずつ遜

んで，その番号をOでかこみなさい。

1 
6雨量

を字
示は
す木
絞
(7) 

、、』伺〆

ロ昭和32まFM(3) ロ参照

問題のねらい

.'聡もて Lむら

A 木吉良とは aく1.2.3.6)フドロとは b(1. 

3.4.5)の函をいう。

B 5から6の方向にのこぎりで切白るに

tt..ひきはじめは

C(t.米歯 2.のこ1Fり身の中ほど
ゐε

3. ;;f;:慾〉を用いてきりこみ，だんだん

簡の全長を胤いていく。

問題のAは);:阪の各部の名称について， B.土，のこぎりの使用法について，

それぞれの知識 ・理解の濃度ーをみている。しかし，表面上のねらいは3 それと

しても，その根底には， Aでは3 木材の構造と性質，板材のとりかたと，板の

種類，性質，名称といった知識・理解が浮きえられ， Bは3 のこぎりの種類，横

，官~， 名称3 用途なども ， 理解されているかどうかをねらった志めと広く解釈し

Tこし?。
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生徒の困難点と指導よの留意点

問題φ性質からみれば，この程度の問題は，選択課程と して~丸常識 (常識

以前かも しれない〉であって，正答率は80%以上の予想がなされてもよい問題で

ある。しかしp 結果は大変低かった。

それは，普段の学習が，身についたものとなっていなかったということであ

ろう。すなわち3 ねらいにあげたようなp 基礎的な知識 ・涯解が系統的に学習

されていないで，ただ，断片的な.知識として」与えられ，それぞれに関，適性がな

かった，ということが大きな欠陥ではなかったろうか。

指導上の問題，#.1ま3 そのへんにらるようでらる。

その他は)33年度 (2)) 34年度~ (7)を参照されたい。

昭和 33年度 (2) イ 選択の織諜・家庭問題 I正答率 66.69昔

ィ.下の図。主制板の紛訴したもので針。この絞が乾燥してそる場合，どち
Sんぞう

ら侭jにそるか。

にこ二!の中にそったときの図をかきなさいく11'-輪もかくこと〉。また，そのよう

にそる理由を議ぎなさい。

監察対|

ロ.昭和33年度 (2) p 参照

問題のねらい

木材の!性質に関する問題で3 特に乾燥と絞材の収し惜し変形に関する.知

識・理解が，どの程度去をについているかをみようとする問題である。

生徒の困難点と指導上の留意点

この問題は，木材の性質と同時に， ;;;防サの構造，用途にゥいての一般的な知

識・理解もあわせてみているということができょう。

板材の膨脹，収し怖くに関する内容を指導する場合，木材の構造，性質の学

n川
J
u

n
，，
 



習と〉切り離して指導することはできない。

木材の梯ご進>.性質一一一製材・7・.....板材の止り方 (木裏.*表)

¥角材のとり方 (ハラ，-lt) 

これらを理解し，この雨者を関係づけながら学習してはじめて，膨股とか収

し悔し歪の理解ができるのである。

単に，伺k の板材を素材ーとして，板間板f't，木茨のI収し冊くが大きく，方議

の方に凸形にわん曲する3 といったことを理解したと しても，それは，ほんと

うに身についた題解とはいえない。すなわち，科学的な裏づけがないから，発

展性がなし基礎的な知識とはなり得ないのである。

，前述した関係知識は，板どりのしかたや，組立の技術の碁機知識となること

が多い。したがって，それらの技術と関係、づけながら3 系統的に，一貫した指

導のできるよう指導計wfをくふう立主義することが大切である。

たとえば， A図のような板の組み方に関レて理解しており，まちがった組立

をしないというためには3 木どれ板けずりの段階においてすでにJ 木材の構

造，木裏，木衰の判定，板の収し臨くなどが緩解されておらなければならない

のである。

すなわち，*どりにおいて，正しい組立を予惣した，木どれ板けずりがな

されていてはじめて3 正しい組立ができるのである。

これらの作業のすべてに，膨脹，J択し抽くの知識・理解が必要とされるので

ある。。

そこで務本的に一貫した，系統的な指導が大切とな

ってくるわけである。

昭和 34年度(7) 選択の職業・家庭問題

A図

医三ヨ x

修三ヨ。

イ 32.6%IE:答率
47.8% 

イ.下のA，D， C~主，板材や角材のつき.手を分解して示したものである。それぞ

れのつぎ手の名亦を右の 亡二コ の中から選んで，その草寺号事~ ( )の中に望書き

いれなさい。
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1.平うちつけつぎ

2.つつみうちつけつ

ぎ

3. 組みつきごく二枚組

みつきr)

4. とめっきr

5.返しほぞ (ほぞざ

し〉

6.中目かきつぎ〈二枚

つぎ〉

n.ょのBのつぎ手を用いた場合， Hの部分が?汚れにくいようにするためには a，
A。

b. c国のうち， とくにどの砲が密斎していることがずこいせっか。

答 前

問題のねらい

問題イにおいて，つぎ手についての積額ゃ，その方法についての知識 ・理

解をみ，

問題ロにおいて，接合の強度という商から3 つぎ乎の機能，用途に関する

知識・理解をみようと している。

" 
生徒の困難点と指導上の留意点

木材を接令する鮮にはp いろいろあり s その名称や rr"f~方も，土地によ
り，また人によって， いろいろちがうことが多い。そうしたことが影響して

か，問題イのE答率は低かったようである。

これらの問題からみて， 器本的~fr..学習されておらなければならないと思われ

る内容合，つぎにあげてみる。

接手の種類 〈名称は各教科書によってちがいがあり. J泌総もある。職業科指滋

事典を参王密資草寺とする〉

(l)打ちつけ接 1.すみく"1'-)打ちつけ援 2.包み打ちつけ接

3. ;Jll入A't.族 4.とめうちつけ按

(z)柑欠itH相かき) 1.短形 2.十字形 3. T字形

4.傾斜 5.留形 6.あり形

。)3枚挨 1綴 形 2. T等穆 3.傾斜
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仏)組長従 L 2枚ぐみ 2. 3枚ぐみ ，3.あいくみ

(5) ほぞC柄〉侠 l 王手ほぞ(過しはぞはその一つ〉

2.小劇まぞ 3.2&1まぞ 4.上端閉まぞ

同僚接 1.平穏篠 2.的安き し儲接 3.欠込突留篠

その他，接手の方法はいろいろあるが2 だいたい，以上あげた6つの種類

は，最イ邸艮として理解させ，内容的な区分?むその代表的な方法令-，ご知ら

せる程度でよいと考える。

木材の接合にはこのほかに，接着t材による接合法もある。そうした他の方市去

もよく理解させ2 接手と併用して使用する場合のあることをも知らせる。

それぞれの，各特徴をよく理解させ，用途に応じて適当な方法を選ぶことの

できる能力をも養うよう，学習指導をくふうすることが大切である。

そうしたことから考えると，これらの技術的知識は少なくも，計画，設計の

学習段階で3 その概要程度は研賀3 理解させておく必要がでてくるのである。

もちろん3 技術に関する知識はs 笑習の過程において，その技術笑習と関巡

して指導するという ζ とは常道である。すなわら技術と技術的知識はJ 一貸

して学習されなければならない。

しかし3 ここにあげられた，接手の種類とか2 前項でも述ぺた主主装の方法と

かいったs一般的な関係却激i丸計凶3 設計の段階において，すでに知識とし

て，知っておらねばならない内容である。

そうでなければ3 一つの木製品の設計をする場合2 どういう接手の方訟を選

んだらよいかもわからないし3 創意〈ふうのなされた設計，計画もなし符.ない

ことになる。

そこには，科学的2 合翠的な言宣言十もあり得ないしs技術指導は，単なる技能

訓練に終るおそれもでてくるのである。

ところが3 問題固に関するような3 技術的知識の内容は，問題イ主反対に3

技術ときり離した指導をしたのでは3 生きた知識として働かない』こいう こ主で

ある。

単に，技術的関係知識といっても，問題イのような一般的関係おJ激じ科学

的うらづけをもった，問題p のような内容の技術的関係知識とではp おのずか

らその指導方法もちがってく るし，適切な指導の揚を選定する といった考慮も
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必要となってくるのである。 .

資~ 角栄教育研究速盟隷 験来事;指J穆事呉 国土社

V 金 属加.工

昭和 31年 度 (8) 必修の選択問題 正答率 イ.29.1% ロ.54.8% 

つぎは， ト タ γ板~~のちりとりを作るときの作袋内容である。

これをえて関に答えなさい。

イ作業の時がわかるように，桝枕のj鵬?の中崎きなさい。

(1ff(序) (内容) (用具)

( ) A.とヮてをつける部分に穴をあける。 く 〉

C ) B.はんだとびょうを使って， 折 りまげた部分と

とってを談合する。

( ) C . 工作~に示された形に折りまげる。

( ) D.寸法線に従って切断する3

( ) E.はんだづけの河扮を修豆し.il長耐会みがいて

仕上げする。

C ) F. トタジ板を用怠し，工作図の寸法を見て原寸に

f
t

、〆
a
、
r
E

、

〉

〉
、
J 

けがきする。 〈 〉

ロ.上のそれぞれの作業には.どんな用具が必要b勺 下の|二二コのう ちから透
〈用共〉

当なものを一つずつ選んで，その符号をイ.の問題の右の( )の中に舌きなさ

L、。

り

み

す

き
肘

M
・
切

b

A拙

d
a-

一

き

水

一

治

ち

一

け

打

一

C.はんだごて d.スパナ i 
g.はけ h.打ち抜きがね | 

問題のねらい

イ 板金加工?とおける2 ちりとりの工作法，特にその製作工融の順序が，どの

程度理解されているか。

ロ また，それぞれの作業工程で使用 される工具に関 して，どの程皮麗解して

いるかをみようとしている 3
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生徒の困難点と指導上の留意点

こうした金属加工の作業工程には3 幾通りかのが~， )1関序が湾えられるであ

ろう。

イの問題では，Aのとってをつける部分に穴をあける作業と，cの折りまげ

る作業の順序が，一つの山であったと窓われる。

こう した，薄板金加工では， どちらを先にやっても，さほど作業にさ しっか

えることはないが3 工業生産における厚板金加コこになると，折りまげてから穴

をあけるという ことは不可能となってくる。

しかも，科学的，合理的な工作とはいえない。もちろん能率的ではない。

「ちりとりJを作るという板金加工lむあくまでも，機械分野の 「金属加

工」のー素材ーとしてとりあげられている学習教材であって， iちりとりの工作

法Jそのものを身につけさせるための学習ではない。

生徒の能力や，発達段階から考えて，薄板金加工の千/撲を手がかり とはする

が，どこまでも， i金属加工」 の基硲的な知識3 技能を身につ{寸るための学習

でなければならない。

そうした観点に立ってJ 実習を指導するならば，生徒も，その場当りの実習

でなく，常Ii::.，科学的3 合理的な，しかも能率化ということた考えながら，計

画的に作業をする態度，技能も身につき，この問題のように3 簡単な作業工程

順序をあやまるというととはないであろう。

正答率的.1%で3 昭和羽生存 (9)の木材加工の問題も， これ主同じ傾向の問

題であるが(正答率39.0%) それに比較してみてもわかるよう~c.， 金属加工に

ついての実習は，なおー腐低調である，ということがうらがきされている。

指導上の留意点についてはs なお， 30~度 (9 ) の内容を参照されたい。

昭和 31年 度 (3) 選択のl除草長 ・家庭問題

イ.66.6%
. 81.0% 定答率 . 66.6% 

ニ. 23.8% 

つぎの文の( )のヰ1から，適当なものを一つ選んで，それを 巳二コ でかこみ

なさいe

a .~ h..~ c 
イ.製殴の線引用の鉛筆は，(切 HB "4H)くらいが適当である。

ロ.スコヤは製品のすみが正1...<♂90'、b60
、

C450
) になっているか，どうか | 
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をしらべるのに用いる。

ハ.切断したトタν絞のひずみは，金般のよで C'げんのう b木づち C会づ

ち〉で修正する。

.:白紙不の分解そうじで，グ リースのついているたいせつな部分品官洗うとき

は.C機械池 b結納 c黒発1向〉もdHいる。

問題のねらい

金属加工においてJ 製間，工作に使用する工具や，i機械の統治についての知

徹 ・理解の程皮をみようとしている。

生徒の困難点と指海上の留意点

この問題は， 2群の工作用具，材料についての一般的な関係知織の問題であ

り，常識的な範囲の問題であって3 正答;ネをみてもわかるように予想された解

答な示している。

ただ，='-の洗油に閲しての理解問、，機ほ分野の学習がなされていないため

か，意外によくない。

機械の分解において，機検のよごれや，グリ ースなどの洗じ A うに胤いる治

は，ふつう洗治と称しているが，それは，怪泊のことである。

洗泊という名称になれている生徒0;しかえって機倣泊と混同したことが正答

率をさげた原因とも思われる。

32年度 C8)の問題の解説においても，留意点にあげたように，治の用途別

の系統や，重演について図表化したり，機憾の分解，組立突習と一体として学

習させるこ とが，何よりも理解宏助ける指導法である。

イ'"'ハの問題については3 よく理解されていると思われるので3 特記す

ることもないが，ただ，スコヤ むひずみ修正の木づちの依胤のしかたは2 知

徹として知っている程度なのか，技能として身についていて，直角を・しらべた

り，ひずみの修正が実際に問来る程度になっているのか，の判定となると，こ

の問題からは3 とてもつかむことはできない。
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昭和 32年度 (3) 口。選択の犠業 ・家庭問題 A. H!.6~弘正答率 B. 20.9% 

イ.昭和32年度 (3) イ参照

官.メァキのしてなし議ぃ鉄板のハν〆づけについて，っgの問に答えなさい。

A.つぎの文の( )のlわにあてはまるものを |二二コ のrいからそれぞれーつず

つ選んで，その番号を苦言きなさい。

談合部は，さびなどをおとしてから a( )で淡い.つぎ.に事長会部に木片で

b ( )をつけるe

| 引ゅうきん 叫ん

1.グ Pセリヅ 2.稀疏椴 .3. ~銀化illi鈴液 4.務院革連
-
V
 M

少γ
 

、
J
 

• 只
ノ

s ，、γ〆ごての先はなんという金属で作られているか。

答 .

問題のねらい

簿板の接合法，ハンダづけ接合についてP 特に溶剤jとハンダこeてにつし三ての

知識・理解を問い，あわせて笥得技能の程度合、みようとしているものと恩われ

る。

生徒の困難点と指導上の留意点

善事板金加工の実習を通して学習がなされておれば， さして難解な問題とは想、

われない。

特に，間遜Bの，ハングごては3 銅で作られているということiま3 一般常識

の範囲内である。しかるに， それさえ正答率が20.9%という実情は，いかに金

鼠加工に関する実習指導がなされていたいかを楽がき・しているといえよう。

近代産業に通ずる技術教育の内容として重要視さるべき金属加工，しかも，

その初歩ともいうべき簿核加工でさえこの程度の状態では3 金属加工に関する

技術指導の現{曹は，誠に憂うべき状態といわざるを得ない。

問題Aの閤難点と恩われることはJ rメヅキのしてない薄い鉄板のハンダづ

け」という条件がついていた点であろう。

大部分の学校では，Bl!鉛びき鉄板を用いて 「ち りとりJや「角型容器」の製

作実習-を識しているものと想像される。そう したことからみて，さびをおとす

処置については，あまり理解されていなかったものと思われる。
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学習指導においては，特につぎのζ とに留注して指導する必要がある。

3接合する雨前は3 よくみがいて酸化膜〈さび〉をとりさる。

方法……紙やすりでさびをおとす3 さらにf希塩酸でよく洗う。

。溶剤…・・ろうづけする部分についた?性1，酸化月払よごれを取り除き，さら

にろうの流れをよ〈するために用いる薬品を溶潟という 。

蛮鉛びき鉄板を用いて笑習させる場合も，以上にあげた内容はp 実習と関連

づけてp 基本的な指導をしておくことが大切である。

また溶剤についての理解も，科学の基本的な学習と関主義づけて指導されてお

るなら問題はなし、。

問題B，はんだごては3 錦で作られていて，やり形，おの7払平形などがあ

ること。

銅は3 熱の伝導がよく ，またさびにくい。燃に対しても強し鉄に比較して

溶剤にもおかされにくい特徴をもっているということを理解させるの

常に3 科学のさま本的なうらづけをもった知識 ・理解として3 生徒の主きにつく

よう指導することが殺も大切である。

日ま と め

この研究は，最近五か年聞の，*県高校進学学力検査問題と，その結果につ

いて検討し3 職業 ・家庭科e第2群の学力の実態と3 学溜指導ょの問題点を究明

しようと試みてきた。

すなわち， 問題のねらいと， 生徒が困難役I~じたL忠われる点を推定いそ

れらを中心にして3 学習指導上の留意点を述べてきたのである。

全体を通じて感じた， 学習指導上の留意点を主要約すると， っきfのようにな

る。

(1) 基隆的技術の指導にあたって

ト 抽象的な説明でなく，実践を遇して技能を習得させるように努める。

2. 教師の示総p 視聴覚教材，教具五f用いて，lEしい技術や，工具の使用法

の指導をする ように努める。
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。示範ょの留意点

イ.第一印象が，後にできあがる習慣の基悠になるので，教師の最初の

示範がp 明確である ζ との肝要さを知らなければならない。

ロ.示範の目的なたしかめ2 どの生徒にもよく見え，それぞれの部分が

わかるようにする。

ノ¥他からじ中安のないよう tこする。

'"生徒があとて'笑習する揚合と p 会く同じ才法で，同じ道具で3 同じ

教材で示範してみせる。

3. 技術教材・は，系統的，能率的な指導がなされなければならない。そのた

めには，作業の分折衰を作って指導すると効泉的である。

4. 技術を確実に習得させるために3 作業における学習手引書を持たせるの

も-1デ法である。

イ.道具の名称，使用法

ロ.材料の種類〈規絡，寸法など〉と性質と分量

ハ.仕事:の手順(段取りのしかた〉

;:. 仕事で3 とくに注意を要する点

ホ.結果を点検する場合の要点

教師はたえず，生徒の作業K細心の注意をはらい，材業トや部品の選び方

設備の使い方などをはじめ，誤った作業の矯正につとめ，正しい技術を習

得させる ようにつとめなければならない。

5. 一度にいろいろの技術は得られなし、。ひとつの仕事にいくつかの技認を

E要する場合は，ひとウずつ笑習させるようにするとよい。 rー特に一事」

ということを忘れてはならない。

6. しかしP そうした介折的な技術指導三とする反面3 それらの技能を綜合的

に働かせ3 活用するといった実習の場を必ず設定することが大切である。

(2) 技術的知識の指導にあたって

1. 仕事の学習に前後して，知識の学習が，同じーっの仕事の完成までに習

得されるまうに，学習指導の形態が勝進化されていなければならない。

2. 五か年聞の検査問題を中心'!'C.J 技術的知識の内容を分折してみると，つ
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ぎのようなことが考えられるがJ 技術の指導と常に関連づけて指導されなけれ

ばならない。

イ.材料に関する知識 〈何魁30年度 (9)参照〉

・材料を選定するとき ・材料を見積るとき

"'.用具に関する知識(問題31年度(3) 31年度 (8) 32年度(3)参照〉

・使用する用具をさめるとき

ハ .m十回立署長に関する知識〈問題30年度 (9) 31年度 (81 34壬存度(7)

参照〉

・作業工程(手/1僚〉を設定するとき

・どのような技術方式を選定するかをきめるとき

""施設利用に隠する知識 (問題31年度 (11)参照〉

・各種エイソ同幾械の名称，機能2 操作など設備を利用する とき

ホ.いろいろな原因を探究する場合

へま麦術そのもののうらづけとなる3 科学の恭木に関する知識(最も重要

な技術的知殺)C電気関係の同窓32ゴド俊 (1l1(3) 3均三度 (2) 34壬~.!l主( 7)) 

ト.その他

3. 技術的知識は3 作業についもなっ とくさせ3 はっきり 「わけをわから

せて」 生徒に判断能力をもたせるようにするために大切なものでらる。

技術の指導だけに終ることなし常にその理論的な綬ぬや，諸条件を考

察させるよう に努めなければならない。

4. 理科，図画工作科との関連にじゅうぶん留意し2 それらの学習を基礎と

して，無益な亙複を避けるよう年次計画を立てるこ とが望ましい。

(3 ) 社会的3 経済的な知識理解

第 6群，社会科との関連を考えながらs できるだけ技術的な3 笑践的な活

動を過して，主な工業生産技術の特徴や相互関係s その他現状や動向をも指

導しなければならない。

たとえば，次のようなものが考えられる。

1. 日本工業規格 (J1 S) く問題31年度(4)参照〉

2. 製図と産業や生活との関係

3. 機械技術と産業や生活との関係
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4. 機械と産業や.1::活との関係。

5. 電気技術と産業や生活との関係

. 6. 電気と産業や生活との関係

7. 木工技術と厳業や生活との関係、

(4) その他

1. r製図の基礎Jを木工や金属加工などの指潟とあわせて，単元会碑lえし

ている学校では3 製作に重点がおかれて「製閣の基礎」の内容指導がおろ

そかにならないようにしなければならない。

イ.間l商工イ怖の「製閃Jの学習と密接な関連を保って，無主主な亙複をさ

ける〈問題の全部〉

u ~島・ 2 詳の，他の分野に先行して学習させるほうが望ましいもの〈問窓

3O:r・皮 33年皮1)照〉

単独に学習させるほうが望ましいもの 〈問題32. 34ip1lt~照〉を区別して

効来的な指導計簡を主てる。

2. 電気に関する学習は，教材の性質上3 科学的基礎知識の主主解を中心とし

て学濁することtこなるが) r度内配線Jr電燈配繰器共Jr電熱器共」の

構造，分解，草足立の笑習と結びつけながら指導しなければならない。

イ.理科の 「電気J r通信」 の学習と密接な関連を保って，効桑佑~;::指導

をする。〈全部の問題〉

ロ.仕本によっては，第2却の「整備修理Jr機器製作Jの項毘と融合し

て学習させるほうが望ましい。(33年度(7)34午度 (2)の問題参照〉

3. 機械に隠する問題は，操作運転と整備修曜の項固が主として とりゐげら

れている。

イ. r操作逆転」では2 主として原動機の縫造と援能を理解させ，それら

を娘イ乍したり， l箆転したりするのに必zf伝送礎的技術の習得がねらい

ロ.である。く問~32年度 【 I !) 3鮮度(10)参照〉

「設備修理」ではs 捜i戒器具の構造と機能を理主草させ，それらを教備し

たり s修理したりするのに必要な基礎的な技術を習得させるねらいをも

っているc く問題30竿皮 (5J 32年度 【8) (11) 33?"f1l!(6)参照〉

ハ.理科の学現と宅待接治関連合1!Kって毅J~主的な指導計画を立てる必要がお
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-匂。

;:両;須問主f融合して学習させるほうが，仕事によっては理解レやすいこ

とが多い。(問題33年度(10)参照、

4. 木材加工，金属加工の学習展開にあたっては2 材料見積表p 作業工程委託

の作成をおこたらないようにする。特に，ある程度加工された材料をーか

っ購入した|時など一層留殺するの〈問怒30年度 (9) 31年度 (8)参照〉

イ.図商工F伴十の 「金工J 1""木工J の学習と密接忽関連主c図って内容~:厳

選し，然益な重複をさける。

ロ.製図の項問と よく関連して，効果的な指導をするの
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第 3 群



第 3 群

I 必 修 (共通問題)

昭和 初 年度問題 (2) I主答者毛 ;38.39品

っきPの現金収支を， 下の金銭W'*自~に記入し締切りなさい。

p示で手きくところも祭で裂いてよい。誤字やi誤認をした場合，けしずムで消さな i

、いで，正しいきまりによって言TIEしなさいn J 

2月l日 母から，こす.かい 500円をいただいた。

5日 l冊 20円のノー トを 5冊買ったっ

8口 本月分の生徒会費 20円を納めた。

12日 100円 の務L泌をt1(った。

16白 河内で欧闘を観覧した。

24日 本月分1*行貯金 50円 を納めた。

27日 120丹 の絵具を主主った。

会費量 ~ 納扱

日付 オ翁 4手 dぇ入 文出 ヂ支~

トーーー

A この問題は3 金涛経済，消費経済のいずれにおいても，われわれに最も身

近かな帳簿である金銭出納候へ， 口付j瞬に与えられた各取引をどのように記
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帳し，さらにそれらの月末の締切り方を如何にすべきか会問うている。

B， C 各日付の取引の記入は大休間違いなく記帳されるが3 締切りの方法に

誤りをおかすものが多いように見うけられる。 E答率がかなり低いのは3 や

はり締切のヌデ法を誤ることによるのであるまいか。

現金出納i隈はすべての記帳事務の革本/レーノレをもっ慢簿でd.>1) ，どのよう

な教科書も l年生用に教材をもりこんでいる。正答率38.3%は記艇能力の不

足を示すものであるから， 突擦の例題，特に生活K.身近かな例題を与えて，

記帳の練習をくりかえさせることが必嘆である。ことに締切りについてはJ

翌月の繰越し記入を忘れないよう指導することが大切である。

昭和 31年慶応題 (3) E答率 56.7%

っき?の t，2は，商品が生産者から消費者の乎にtまいる勤務のうち，ニつの場合

を示そうと したものである。 I二二二lのうちから適当なものを選んで，その符号を

( )の中に書きし~れて，完全なものにしなさい。

1 ( 前
者
商
者
一

発
産
究
費
一

小
生
卸
消
一

O

L

U

C

J

U

一

〉→〈 〉→〈 〉吋 〈 〉

2 ( 〉→〈 〉叫〈 可
・'

A 商品が生産者によって生産され， それが流通過程~，こ入って消費者の手に波

る龍給経路を，生徒が如何に理解しているかをみようとしている。

問1.の典型的な形の理解をみ，間2.において，卸売穏を縫ないで生産者から

直接小売商へ行払消費者ぺ渡る形を理解しているかどうかを問うてしι。

B， C 問lの典型的な形は比車交的よく理解されているが3 生産者一小売商一

消費者というような変形を理解していない生徒が多いように見うけられる。

泊国合経路にはいろいろの形があり，その中でも p 生産者一小売商一消費者と

いう形が多く普通に行われているのであるから，このような形を理解させる

ことも必要である。
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昭和 32年 度問 題 (3) 正答率 32.3% 

下の図は宛買を行ったとき，買手と売手との閑で，議類をとりかわした順序を示

そうとしたものである。 ( コの中にあて』土まる込のを.布の にここ|の中からそ

れぞれ一つずつ涼んで，その番号を宅建きなさし、。

員

(1) 一一→ l. 鬼 積 依 顔 Z宮誼司

」一一〈 〉 売 2. 領 l& 聖書
〈 〉一一→ 3. 注 女 智

〉 4. 送り状〈出荷祭内書〉
〉 5. 誘 求 警

←一一〈 6. 注 文 言書 喜善

〈 〉一一→ 手 7. Ji 積 三田位

』一一〈 8 送 金 実 内 繋

手

A 売買の取引をする際s 売手と貸手とが3 どんな書類をどう いう順序でとり

かわずかを問うている。ここにきJけ.た害額のやりとりの他に， 実際は商品の

発送や送金の手続きもあるわけで為るが，これは省略されて書類のみの手続

きがあげられている。こうし寸取引の手続きの図鮮は，ほとんどいずれの教

科書にもかかげられているので，売買の手続きの器本的なものとして，生徒

によく理解させなければならない。

s， C 正答率がらまり よくないのは，各書類の具体的内容をじう惜ぶん返解

していないためであるまいか。たとえば注文容といっ てもその内容や機能に

ついての理解がふじ恥うぶんであれさらにそれらの書類が，取引において

どんな関連で利用されるかの理解にも欠ける点があるのであるまいか。生徒

の理解を深めるb乙は笑際の魯式を与え，取引例にしたがって記入の練習をす

れば，具体的な知識が深められ，内容の濠解がいっそう身についてくるわけ

であるが， 中学校の段階としての突習では，領収書，注文書程度であろう。

そこで書式の見本を用意して具体的な内容のは握をするように指導する必要

がある。

F

、日V
《

U
JV



昭 和 34年度問題 (3) 正答率。56，0%

っき?の文のうち，正しいものにはOを.そうでなL、ものにはxを， ( )の中に

鳴きいれなさいコ

( ) 1. 百貨賠は穴規模の小売商である。

( ) 2. 領llli:証は金額虫丸、くらであっても，かならず:収入印紙をはらなければ

ならない。

( ) 3 織手形の議'白人はその手形金額の受取人でありj あて人はが:人

である。

( )企 議預金の引き出しは，小切手段 |き弘えに行わj山

A 問 11丸百貨底が小売商の一つであることの理解をみようとしている。

問2fま3 領収証と印紙の関係についての習会予言ど確かめようとするものであ

る。

問3は2 約束手形の関係人についての問題であって為替手形の関係人などと

混同しやすくまちがいが起りやすい。しかも比較的困難な問題なので，そ

れらの理解度をみよう としている。

問4は，当座預金と小切手との関係をみる問題で，小切手t:t当座預金の振出

用紙として当座預金とは切っ ても'切れない関係にあるので3 それらの理解

をみようとしている。

B， C 

問 i 百貨底はp 生徒の生活の笑感からして大規模であることを理解してい

るので，ややもすると小売商の小の文学にとらわれてこの解答を誤りやす

い。商人には卸売商と小売商とがあって， 小売簡は消費者を対象とするも

ので，宵貨1苫もその一つであることを理解させればp この解答はおのずか

らでてくる。

間 2 領収書記入練習の際，金額をみ000円以上にしたり， 3，000円未満に

したりして，印紙の必婆な場合と不必要な場合主主f2笑際に知らぜるよう

指導することが大切である。

問 3 手形の説明には，為替手形の説明をして約束手形の説明に入る場合と

その逆l'c.，約束手形の説明をしてそのあとで為替手形の説明に入る場合が

為るが，そのいずれをとっても，手形関係人である振出入，名あて人3 支
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払人，受取人等の関係がどうなるかがはっきり理解さおLていなければなら

ない。為替手形の場合は振出入3 受取人，4旨あて人〈支払人)，であり 3

約束手形の場合は振tl:'，人(支払人)，名あて人 〈受取人〉であるこ とをs

生徒にしっかり理解させなければならない。この関係がじゅうぶん盤解さ

れていなければ，この問題の解答を誤るであろう。この問題は図解して説

明することが必要であるし，さらにまた笑際の乎形用紙を生徒に与えp 例

題の記入練習をすることも必要で、ある。

問 4 当~積金を払出すには必ず小切手を佼周し，小切手は当座預金の払出

用紙であることは， 一般に生徒はよく理解しているようである。なお当座

預金の説明のときに小切手についても一応ふれ，また小切手の説明におい

ても当座預金について一応説明して3 両者の関係を理解させていった方が

よい。また笑際の小勿手用紙を見せたり，教師が小切手用紙'の形式を作っ

て与え，記入させ、てみることは効果的である。

I 必 イ彦 (選択問題)

昭 和 30年度問題[4) iイ. 87.6 .... 68.0. J、43.5
疋答準{ニ 7.5 ホ.24.5. 

つぎの交の c)中から.:iEしいものを一つ選んでにこ二1でかこみなさい。

イ.預金した人が，いつでも通l阪で引出すことができる預金を c"通知預金，

b 重量~預金 c 普遜預金〉という。

ロ.アメリカの 10ドル 50セY 卜を，日本の伺に換算すると，

( a 3.780円. b 3，885門 c3.675円〉になる。

ノ¥売掛金の矯i成を，個人別に言R録する綬簿を(~I tI:入先品1長。 b3右上綬，

c得急先知機〉という。

ニ.株式会社は，民間から資命令借り入れたときに.( a社債券， b 株券， c公

俊証言書〉を発仔する。

ホ.会社がもうけた所得〈純利益3に対し(n所得税. b法人税.c住民鋭〉

由22黒せられる。

A 問イは，銀行預金の種類とその特色をきいており，
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問叶主，a米関の為替相怨の問題であり s

陪ハ!ま，商人が縛費した場合の帳簿記入においてs 対何なるl腹簿に記入する

かの符1題である。

問=は3 株式会社の資金調遂を問うているe

問ホ[も会社の税金の問題でIbる。

B， C 

問イ ， 銀行の預金の種類をあげて，その各k の特色をじ冊 5.~~ん湾解させる

ために次のような点について表示するような指導が必要である。

1.預入れや払い出しに何を用いるか。

2.利率はどうなっているか。

3.預入れや引出しに関する期間の問題。

4.どんな場合にどれを用いるこ之が適切か。(用途〉

こうしたや り方を通してその特色を!まっきり理解さ.p'ることである。 正答

率 87.6% の高率は， 一般に生徒がよく理解していることを示すものであ

る。なおいっそう理解を深めるために，実際の預金通帳を見せるこ となど

も必要である。

間町 アメ リカの貨幣の単位を，日本の円との交換比率，すなわち為替穆揚

が$ 1 =￥ 360であるこ之を理解させる。為替相場についてのくわしい

ことはさけた方がよい。

問ハs売掛金の言己幌は，総勘定元1僚への記入と 補助7e腕への記入とが あ る

が，側人別の言出家は利I助7t幌としての得意先元帳を使用する。このよう に

各帳簿の特色や役割をよくは握するよう指導することが犬切であって一つ

一つの帳簿の記入法どけにカを入れた指導てなく，~・相互の特色，役割を

よく考えて記帳できるように指導する。

間町生徒には，社債券之か材議2 公債証書等の具体的な知徐々内容がじ惜

うぶんは握されていないように思われる。 7.5%之いう E符芸名がこれを物

語っているが，これらの理解を深めるには3 有価証券の見本を示すことな

どが大いに役立つであろう。 また社債券と株券とはなかなか区別し難いよ

うであるので， 注窓して指導する必要がある。

問ホ，会社の所得と納入の所得とは，同じく所得であっても.税金において前
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者は法人税となり，後者は所得税となる。この正式をはゥきり理解させるこ

とが必要である。なお会社は法人でゐることも簡単にふれておくとよい。

昭和 30年度 問題 【8) 定軍事お 2.8'時

Sこ会&・

つずの閃比 荷為替を叙ん式'J寺の商人と銀行との協係を示したものである。仕嘉

の行われる』穏に，番号令( )の中に書きなさい。

回 目
A この問題はp 荷為z握手伝取組むにはどういう順序で行うか~ I{~ うているム 荷

送人が遂送中の貨物公担保として荷受人を支払人3 銀行を党J鼠人と した為替

手形を媛出して3 銀行に買いとってもらう待為替の取組が，代金の決済方法

として商人簡でよく行われるが3 生徒がこの手続きを理解していゐかどう か

を凡るこ とに主眼がらる。

. B， C 荷為替の耳元組は一般に生徒に非常に必fr:併でらる。 学校における草点の

おき方もあると忠・われるが，正答率 2.8%ときわめて低率である。街為替を

よく理解させるには，

1.この問題のような図解を示してよく説明すること。

2. 関係問題が出たときく り返し説明すること。

3.関係書類なども失際のものを示して1盤解を深めること。

などをあげることができょう。
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h温和例年度同窓口1 lE告書準 27.6% 

ー般に商品の仕入れでは. r小金仕入れ」は f大会仕入れjにくらべて，いろL、

ろの長所がある。 その長所をこつだけ宮おきなさい。

2. 

A 大量仏・入とノj、量仕入はどちらにも長所と短所があるが，ここではsノj、h!:仕

・入が大量仕入にくらべてどんな長所があるかをみようとしているe

B， C Ij、量仕入の長所としては，

1. つねに新 しい商品を販売す.るこ とができる。

2. 夜品投資のために要する利息などの経費が少なくてすむ。

3. 資本が国定しない。

大量仕入の長所としては，

1. 割引の特典や単位当りの逮賀が安くつく利点がある。

2. 広告の援助s 商品の無料提供， 見本の無料提供な どのサー ピスを受け

ることができる。

3. 常符窓とい うこ とで，仕入先から金融ょの使宣を受付る機会もある。

両者の長所を理解させ，小量仕入の長所こつという場合， (1)と(2)と(3)を合せ

たもの全あげさせる。また企業の大小の条件を設定して大量仕入，小量仕入の

それぞれの長所短所を知らせる必要がある。この両者の長所有知らせるには討

議法が効果的のようである。

昭和 31年度問題 (11) 正答おイ.63.5% P. 62.8% 

イ.おの新聞広告を見て，っきfの文のく〉の小に， 一 一
事務

校卒高適当たことばを脅き入れなさし、。
履E要

本

これは，旭商会の凶した a〈 〉のための広告 人

で恋うて.b (・ 〉の人を希望している。
書 来席 男

ロ.商品唱とラ0.000河 仕入れ， そのー部分'ic30.000門
持参

サ 一一
で売り，利主主がも0001']でた。現在手もとに仰門 PT.I 十

旭=商4回5、
日 一

の総，lld.l\~是うているか。その答を笛ぎなさい。 十 迄才
事幸 円分の商品 時
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A 陶ィ .実際の求人の新聞広告・を見てJ その内容を生徒がどう盤解している

かをみようとしている。

問ロ .売買業における販売価格の構成を3 どのように理解しているかをみよ

うとしているO

B， C 

開イ .・新聞広告を見てどういう内平等の広告かを理解させる。

・求人広告の場合は，どういう人を求めているかを考えさせる。

間1".生徒に販売価格がどのように構成されているかを考えさせ3 その結果

としてつぎのような公式を導き出されるよう指導する。

ofiで入原価+営業費+純利益=販売仙格

公式を瑳鮮させると共に3 応用問題を多く与える。

昭 和 32~度問題【 7) 五答;主総 19.7% 

つぎのことがらのうちで，保式会社にも有限会社にもあてはまるものにはOを，

そうでたいものには×を.( )の中に書きなさい。

く ) 1. 責任が有限である。

( ) 2. 社員の数が制限されてL、ない。
~.、

( ) 3. 村:債を発行することができる。

( ) ι 一口の出資額が均}である。

A 現代の会社の中の代表的なものと しての株式会社と，その4定務主主した有限

会社の特色との比較をみようとしている。

B， C 

1. 生徒は，商業上のこ とばの意味が具体的に理解されていないので3 術語

などそじゅうぶん理解させる。たとえば資任の有限という殺味もJ 突際に

どういう ことか生徒は内容をはっきりつかみにくい。社後などは実際のも

のを見ぜるか， スライドなどを使って理解を深める。

2. 綜式会社の特色をはっきりさせる。

3. 有限会社の特色をよく教える。

いろいろな会社の特色をはっきりさせるために，・つぎのような項目にしたが
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ろて表候させる卓

(1)費本 ・出資金額 ・出益者数 ・出演者の責任

(2) 経営 -経営姐当者 ・その選w.

昭 和 33隼度問題 (8) JJ:~撃事 31:-1 % 

っきrのA務のことがらに，込っとも関係のあるものを，下のR鮮からそれぞれ一

つずつ選んで，その挙母・~ c )の中に書きなさい。

( ) a.預金・貸出しなどの銀行業務のほかに，無o.鼠むAなどをとりあっか
AI う

( 〉 b . .議。~使前後な どから資金を集めて， これを政府に融ゆ》通したり，地

方公共開体に貸付けたりするなどの業務を行う。

引() c 齢良から附受入れたり 組合員に資金を貸付けたりす

| ほかに掛物の阪や共同加工なども行う。

|;|:;52; .2.決言農協 同組 合

S.大務省資金運用部

3. n木銀 行

6. 信月1協同組合

A 金融機関の種類と，その特徴についての理解をみようとしている。

B 金融に関する生徒の直接的終験は，郵便貯金や銀行預金で，貸出業務や銀

行の特設などはきわめて抽象的な内容に属しているものでゐる。

C 

E答率 34.1%は，他と比絞しでそれでもよい方ではあゐまいか。

1. 筏覚教材〈映画s メライドなど〉を用いて，間接的な縄験に導くように

する。

ヨ. われわれの預貯金の行方がどうなっているかについて，関心をもたせる

ようにする。

3. 近くにいろいろな金融後関があったら，手わけしてその特徴をとらえ莞

表しあうようにする。

t.._どの方法によって，とにかく抽象性を克服するための指導法を工夫すること

が大切である。
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除 草割33~度隔週 ( 9 )

ある肉庖で札右?と示してあるこつの援母

を用いている。

これらの帳簿の aから bまでの金額側にあ

てはまるものを，下の j二二コのから一つず

つ選んで，その望書号を答のさgt様liこ宅与さなさい。

| 問 2品川上高川竺l
答 d 

I 1: 

得意先先藤

山形f.fil古殿

~ c 

Iぢ答率 31.3% 

1I 

A 補助記入帳のう ちs 仕入先元幌および得意先元l僚の帳簿形式についての五R

解をみようとしている。

B ふだんZ田長にあたってあまり問題にしない形式が，このように裏からつつ

かれると，とかく間違い易いことが多い。ふだんこのような点に注意が向け

られていなし、からである。

c rここへは克上海を記入するのだ」という示し方でなし この帳簿の記入

目的から増えて，どう い う事項を記入しなければならないかを考えさせる。

つぎに2 もし克上高と回収迫jがいゐとすれば， 左〈借方〉には何重~ ) お〈貸

つのには何をというように考えさせる。このような発生的な指空軍カ旬、るので

はなかろうか。

liB奪回 34~皮肉窓 ( 8 )

翁の現d益出納演を 3月31
しゅ よ〈

刊現.(Eで締切り.残高を翌

日へ繰厳しなさい。ただし

収入州総脅すは 5∞，∞D円

支出欄総計は 480.000刊

である。

正答率 39.5%

樫潤|同摘 袈 1 1 μ |阿収 入 l支凶i残旦
ゴ曽J__
2有阿m今岱似3訴四3凋鼠叫司二q到司豆丑E 
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A 現金出納帳記入の基礎的役龍の一つであるp ・~);!繰越の記入の仕方をみよ

うとするものである。

B 繰越の形式を抽象的に暗記させるだけではおぼえられない。用末残高を支

出欄に記入することなどはそうである。引続き記入していってよさそう なも

のなs なぜ月末に締切るのか。それはどういう目的なのか。 といった基本的

なことがらの歪~践がふじb うぶんなのであるまいか。

C 月末の残高は3 いもおう I炭簿上今月分から支出させて，残高をOとするこ

と。そう すると，収入=笑支出+月末残高と して帳尻があう こと。帳簿はつ

ねに収支の関係が正しく合致する必要のらること 〈すすめば貸借平均の原則に

発医する〉を教師が顕に入れておいて， 一つ一つの形式について納得をさ'l!-

て記入させることが大切である。さらには，繰越記入の練習が足りないこと

を示している。これは収支の記入を すませないと繰越の獄習ができないの

で，手を抜きやすいからであろう。繰也記入だけを糠溜するよ うなプリン ト

を用意してやるとよい。

' 選択の問 題

昭和 30年度問題 (2) 正答主幹 7.2% 

山川君身重きは，急に繊浜のおじさんのと

主一ト f頼信紙「
ころへ行くことになうた。

一
4日22時発の列車で出発し.;;日 6時30分 の

通信
tこ.横浜駅に驚く予定である。荷物が多い

一 一 文欄、ノ上に不安内な土地なので，迎えをたのむ窓

殺を打ちたL、と思った。 一 一一一
あなたが山川君主になったつもりで，電交を 一 一 一一
右のわくの中に饗きなさい。 一 一
ただし 普通扱いにして， 斜金は90円以内。 一一一 一 一
になるようにしなさし、。 一
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A 電報文を作成するに必要な知識と投術に対する総合的な能力をみようとし

ている。

B この問題を解くためには三つの関門がある。 r普通扱いにして料金問円

以内Jということで， イ可字以内にまとめればよいかといーうことの知識が第

一。このことはつね日ごろ電報に親しんでいない生徒にとって3 料金まで暗

記させておくのはどういうものか (10字まで60円 5宇土着すごとに10円とF付記す

べきであるまいか。〉

m二は，諸種の状況の中から電文記入にふ・いて3 必要にしてじゅうぶんな

いくつかの条件を見出すことの分析であるのこれも笑際的な経験の少たい生

徒にとってはなかなか困難である。

今第三は，Z草文特有め用語や記入上の技術iと対する弱I!れがある。

こういう段階常通り越してはじピめて電文が作れる。lE答率が低いこ乏か

らこのような関門を改めて考えてみる必要が為る。

C このような総合的な問題を解決させることが，ほんとうの技術指導なので

はないだろうか。技術指導事の木米のねらいを再確認する必要がらる。

1. いろいろな複雑した揚荷を〈ときには ドラマチツグに〉表t現 させておい

て3 その状況下に必要なことをつかませて3 電文を作るという指導がとか

く欠けて，ただ電文の一つの形式だけにとらわれる'(短く作ればよいという

ことにのみカが向けられる欠陥〉こ とがあってはならない。少しくらい料金

がかさばって'も，要は用件が)Eりることが大切なのだから。

2. また生徒が作成した電文について3 笑際にそれで用が足りるか宕相互に

検討させ，どうなおせばよいかを考えさせる。

以上のような問題解決的な学習こそ大いに望まれる。
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H包和 30隼度 陶題 (4J

右の領収裂の適当な

ところに， 下に示して

ある記載事項を記入し

て完成しなさいQ

2月分商品代

平 10，0∞
受取人

山本市新町一

村山紙広

支払人

海浜中学校餓良部

的 印かん
一-

正答率 34.o%

A 取引関係替類中，最も普通に佼われる領収証についての理解をみるもので

あって，領収証の記入形式を理解じていなければならない。

B 領収証は誰が誰に対して発行するのかという ことの理解がふじ悔うぶん芳、

あり，但し替の記入や金樹のかき方等，記入技術にも図鑑さがらるo

C 領収証は，一つの印刷された形式の中に文字を入れるだけの学習でなく，

基本的に，どういう 事項が記載されねばならぬかという事を考えるこ とから

始まり，ときtこは，白紙にそれをまとめて書きおげてみるような3 基本的な

指導が大切であるう。

昭和初年度問題 (8) 1E答塁手 75.0% 

下の羨から，昭和30年3月10日の商品綬充溢営計算しなさい。ただし，本日売上

高は 3.000円 である。

一科 目 前日浅高 本日仕入i窃 本日残高

ノート重要 .8.000 1.000 11.000 

鉛書室類 3.000 500 3.000 答 円
紙類 ラ.000 4.500 

‘ 
イ Y?芸員 1.000 3.500 

計 20.000 4.ラ00 22.000 
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A 蔚l品販克主主の算出に対する理解の程l1tをみよう 之している。

〈本8残高+兎た高〉一(前日残高+本日{l:入高)=商品販売益

ということを理解している必要がある。

B 首{開w):出法はなかなかわかりにくいものである。

C 売上高の中に衡品販覧主主が含まれているこ とs および前記の式のできるわ

けを， 具体的な取引の内容によって理解させるこ とが必要であり，関商事させ

て指導する喜多も考えられる。

この問題の正答率75%は，他主くらべて予怨外によし、。

昭和 31年度問題 (2) 正答率イ.33.39長 官. 46.6% 

ハ. 33.3% ;. 53.3% 

つぎの文の( )の中から，道当なものを一つ巡んで，それを 仁=二1でかこみ

なさい。
a . 'A_' b 輔

イ.仕入級および苑ム般は〈 主袋術. 布Ii助川恨 補助記ス綬〉の占領である 0・

ロ-定金額以ょの領収王宮に印紙をはってml=IJをすゐのは くaおかねを受け取った
c 

しるし b印紙税をおさめたしるし. 本当の領収番であるこ)::"k示すしるし〉

である。

ハ i持ち込みねだんJで取引の約束をした峨合.買主の底までの逮貨は (3%ま

が負栂b貿キが負担c売主と賞主治・4分ずつ色怨〉する。
.... :b":fJ， ... 

-= 手形の不渡というととはc手形の支払人が支払わない υ 手形を紛失した，

G手形な銀行が割引しない〉ことである。

A ~(のような事項の理解''，Ì:'みよう と している。

B 

山lイ.主要害事， 補助簿等り組織。

問Jl.収入印紙とは何か。

間ハ. r持ちこみわたしJねだんは， 迎賓，諸掛込のねだんであること。

明;:::. 手形の不渡。

問イ.帳簿組織を示すいろいろな諮に対する抵抗感があるのではないか。

阿世.収入印紙は3，000円以上の金制についてということだけの知略で，収

入印紙そのものが何のために佼われるのか知らない。

r~Jハ.どの場所に受渡しが行われるのか， 主いう ことをはっきりおぼえてい
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ない。

問=-不渡りに対する理解ィ、足

C 

問イ.組織を形式的に教えないで，それぞれの役割を組織づけて狸解させる

ようにする。各帳簿含指導したおとで3 総合的にその働きをもう 一度ふ

り返らせる。

問 P. 収入印紙がr:rJ紙税法によるものであり 3 金額に応じて印紙の金舗がち

がうことを理解させる。

向へ図示によって現場渡し，貨車渡し，持ち込み渡し等の諸かかりとねだ

んの関係を知らせる。

問品.銀行で割引拒絶されたことが，支払人に原因する ことを納得させなか

ったのではないか。

いずれにしてもP 裂倒的な現象の理解で-なしなぜそうなるかを反省

的に考えさせるように仕向けるこ とが大切である。

昭和 31~度問題 ( 6) 正答率 イ.63.2% l:t 52.7% "". 31.6% 

右の資事寺を見て， つぎのj旬に害事えなさい。

イ aからfまでの各勘定科闘を。資厳止負

債止にわけて，その符-@.を溢きなさい。

答 資 産一一一一一ー負侠一一一一一一

世.ーか〆午後の資本はいく らになりま した

泊、u

答 巴
ハ.事業の財産状態をあらわすには何という

援を作り ますかc

答

J80.0∞円の資本で型車栄を始め

たが，一か年後の財政状識は，

つぎのよ うになった。

a.現 金 100，∞0，-

b.当座預金 50，000，-

C. ~ t時金 10，∞0，-

d.商品 30，∞0，-

e.借入金 20.側 .-

f .売係 金 80，側，-

A 事業の財産状態の議挫の仕方(貸借対照表〉に対する輝解と技能をみよう

とするもので、ある。

B 

問イ.資産，負僕とい うことばの理解度の問題であるが，正答率は比較的よ
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C 

L、。

問ロ.イができなければ，この問題は全くとけないはずである。

問ハ.貸借対照表ということばの抵抗がある。貸3 借ということばが，金銭

の貸倍とし、うように印象的に受取られるむきがあるからであるの

プヲλ マ4す λ

同1イ.資産， ・負僕， 貸本主~， +の財産，ーの財産3 疋味の財産 というように

財産を性質ごとに区分整翠する線本的な考え方も相i象的な取引に限 ら

ず，生活のいろいろな郁衝に応用的に考えさせてみるとよい。

問 ロ.始めから大例題で分析釣に指導するのでなしこの程度のかんたんな

問題について大局的に財産整理のしかたを繰る必要がある。大づかみな

指導から3 備えの取引の数理に指導をすすめたい。

問ハ.前記のような考え方で，貸借対照表をプラスとマイナスの財産?覧表

だという理解をさせたい。また3 この語の歴史的な意味なども興味深く

話してやる。ことばの持つ抵抗感はいつでも注意深く指導しなければな

らないと患う。

昭和 31年 度問 題 (1日〕 正平等主事イ.64.6% ロ. 79.2% ハ. 36.2% 

発主と質主とが速く離れていて，商品の取引をするとき， 倉庫会社や進送会社や

保険会社が利用されることが多い。その場合，それぞれの機関はどのような役割jを

ーするか。例にたらって簡単に書きなさb、。

機 関 役 告j

〔例〉銀行 |齢のとりつ悦おかねの議過をする

イ倉僚会社 !

ロ.遂送会社|

へ保険会社 l

A 商取引に利用される倉庫会社3 巡送会社，保険会社はどんなふうに役立つ

ているか。その役割についての理解をみようとしている。

B 倉庫会社や運送会社については，生徒はその地域社会において実際に見た
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り， ，聞いたりして身近に経験をもち，またその名称からもあまり 困難を感じ

なかったのでらるまいか。ことに遂送会社の正答率が約80%の高率に為るの

は，村やIlIJをとわず迷送屋の自動車が走っているからでもあろう。ところが

保険会社となるときわめて低率である。このことは保険会社について，生徒

が生命保険や火災保険の知識はもっていても，損害保険主しての遂送保険や

海上保険の知識については，全く関心を示さなかったということがわかる。

C 倉庫会社の商品保管，遂送会祉の商品巡送についてtt，たやすく淫解され

るが3 損害保険会社の迩送保険については，生徒が商品滋送を小量の小金舗

のものにしか考えおよばず，大量の多額の商品運搬にゐたって，運搬中の危

険についてはあまり考えないのではなかろう か。

保険の創始~:t英国ロイヅの海上保険にあったということは3 遂送保険や海

上保険の重要性を物語るものであるということをよく理解させて，その後，

相互援助としての生命，火災，自動車g 風水害，ガラス傷害等k の種k の保

険がはじめられ，近年社会保障としての主士会保険の発達にまで，その理解を

及ぼさせねばならないだろう。

昭和 32年度問題 (2) 正答率イ.34.9% ロ.34.9% 

つぎの文の( )の中から適当なものを一つ選んで，その符号をOでかこみなさ

L、。
イ. メーカーが自分の製品であることを示すために，製品につける印をく;).裕号

めレがら

b.銘柄 C.商標〉という。

ロ. (a.建物を営業用tこ借りた h. f苫の現金をなくした C. 商品を売る契約

をした〉ということがらは，簿記上の取引となる

問イ .

A 商取引に当って商人が自己と他人とを区別する「磁号Jや3 商人が自己と

他人との商品を区別する「商標」および「銘柄」カらどの程度理解されてい

るか会J永ょうとしている。

B 商号，言語糠，銘柄の三者:の区別はなかなか遊解しにくい。商号と荷擦の区

別はともかくとして，商標と銘柄の区別をしっかりと理解するのはむずかし
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い。高話機はー商人， -潟社の専有する白己の商品を，他人のそれと区別して

信用を得るための記号3 文字，図形でおるのに対し，銘柄はイ国人専有の記号

ではなくて，ー士也方あるいは一群の;絡づけされた一定品質の商品に対する名

前であり 3 市場に取引される商品売買のための呼び名のごときもので2うる，

という ことの芝霊祭がはっき りしない。

C このようなむずかしい語句は3 できるだけ具体的犯教えなければならな

い。商号とは 「株式会社xx百貨成Ji東北電力株式会社Jr近藤一郎商底」

とか，あるいは屋号によって示される「いづみ屋Jrたまる屋」のような商

Jへの名称である。

商標についてはp 生徒が各k 使用している記号を利用する。すなわち， r 
「三菱鉛筆J iヨット鉛筆」あるいはそれに付随する意匠などでゐ わきた

銘柄については 「越後米J i佐渡みそ」等いくらもある。

このよう にはじあて経験する難解な語句に対しては3 生徒の興味と関心を

よびおこしs しかもわかり易 く指導できるような，身近な具体的事例を取上

げることが望ま しい。

間口.

A 各種の取引をあげて，その中から簿記上の取引を見出させる問題で，仕訳

に対する基礎知識の翠解をみようとしている。

B ふつう一般取引といっているものし簿記上の取引とはp 同様のものもあ

るが，また会然相違するものもあるという ことは， 生徒も学習して当然理解

していなければならないのであるが，それにもかかわらず正答率が依いのは

正答の「庖の現金をなくした」という ことが，あまりにも取引としづ概念か

らはなれており， i商品を売る契約をしたJという商取引契約と誤ったもの

L堅、われる。財産に変動を生じた場合，それは簿言ιとの取引となるこ・とは知

っていても p 一般にし、ぅ:取引の概念から脱しきれなかったのであるまいか。

C 簿記上の取引となって仕訳されるものは3 必ず財産の変動すなわち金や物

の笑僚の出し入れがなければならず，しかもそれが盗難，火災による財産の

損失であっても 1 (普通の概念、では取引などいうこ とがらでないものでも〉 ー

すべて簿記では取引と初tするとい う変則を3 よく裂鮮させることが大切でら

ヲ

'olo 
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昭和 32年皮肉渥 (6J イ 正答率 1. 1.429% 2. 28.9% 
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2. 引受:欄の記入考は

だれか。

A 為替手形の受取人と引受人を指摘させることによって，為替手形を理解し

ているかどう}かをみようと した問題である。

B 約京手形では，-'s宛人が受取人であるのに対し，為替手形ではそれが支払

人となっており，生徒はこの点約束手形と混同して迷ってしまう。また引受

人の存在は為替手形機構の一番やっかいな問題で主うって，生徒がその理解fこ

普ーしんでいることは3 正答率28.9%が物語っている。

C わかり易く解釈すれば，約束手形が借金の証文のような性質をもっている

のに対L，為替手形は振/:l:I人;oq旨宛人lζ支払を依頼する依頼状のよ うなもの

であり，両者が，同じ手形であっても，その性質ーは金く相違している。

約束手形の機構が簡単明綴であるのl亡対し3 為替手形の機構は複雑難解で

ある。これをよく盤解に導くには，やはり図示による説明と，練習問題の記

入〈手形用船主到而に入手できる)， あるいは為替手形の三者の立場をグルー

プに分けて3 それぞれ一つ一つ理解させていく ような方法をとるこ とも よい

でおろう。また為替手形は，荷為替の理解に欠くことのできない要素でもあ

るから3 よく理解に導く必要がある。
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昭 和 32年度問題 (6) ロ 正敏之容 0.，0.9長

て .つぎの酬話道官長と， 1株編言ZZとえ古7商品勘定バ切るたJ
しわ"

に必頃な，tt訳を行い，同勘定念総切りなさい。縦長uりは失米式締鈎法と大陸式締

切法のうちL、ずれでもよい。

〈英米式準語鈎法〉期末郷館高 ￥200.，0.0.0 (大陸式締切法〉期末繍締高司~200，o.OO

H話 品

前英語繰越 10.0.，000売 掛 金 250.，00.0

EZ掛金3Oo.，00d

|仕訳 U 7L 

?Jj‘ 品

A 商品勘定が混合勘定の場合，どのよ 5にして荷品販売誌を主主出し，また算

仕lされた商品販売益金いかに処理するかという知識の翠低および勘定締切

の技能をみよう としている。

B 商品勘定と鶏末棚卸をも とにして高品販売益を算出する方涙仇鶴合理解

され易いが，それを借方商品a/c，貸方言寄品販売主主a/cの仕釈によって，商品

勘定の貸方に余分に記入されたl留品販克益の分だけ取り除くと同時ι 尚昆I

異質亮主主勘定がはじめてま安定をみるということの理解がたかなかむずかしい。

中学簿記における一番の難所ともいうべきところであるb 勘定締切について

はそれ程理解に困難を感じない。

C 商品勘定が混合勘定のとさ付むその残高は期末棚卸高と一致しなければな

らないのに，これは絶対に一致しない3 なぜならばs売上げの際に販売益の

分だけ貸方の売上げから取り除かねばならないのであるが，生徒は2 どうし

て売上商品と販売益金ピ分記しないのだろうか，との疑念を取り除けないため

に，上記の仕訳をする意味がしっかりと理解できず混乱するのであるう。実

業界では分記法』士会〈行われておらず，すべて混合勘定でおるわけをよ く態

解させるとともにs商品勘定の残高は必ず期末棚卸高と一致しなければなら

ない，という ところに霊点をおいて問題解答に導かねばならない。英米式締

f刀法と大陸式締切法については，やさしい締切法である英米式より教える方
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が遼解され易いであろう。

昭和 3211=度問題 [10) 正答主事 イ.50.0% ロ.80.0% 

っきPの交の{ }の中からJ適当なものをーづ選んで，その符坊をOでかこみなさい。

1.'>河や(t.........， ...-"t，"_，"，- f ~ .資本の主主少と資践の紋少
イー 備rfhを滋価償却する収引は

¥ b.負債の滋少と資産の滋少

c 損失の発生と覚Eきの滋少J
、となる。

d. J量産の増加と資産の減少 t_'__u 
川 J a.普通預金 b.通気瀬1k¥_L'_

冒・ 商人が小切手掛出すには.銀行に¥c.定期預金 d.当座預金 iゼし、

おかなければならないs

間イ.

A 取引の八要素がlEしく王監解されているかどう か，すなわち取引を分析的に

見る見かたの翠解をみようとしている。

B この問題は50%の解答率を示したが，予期したよりも好成績だったのであ

るまいか。正解するためには，減傾償却が損失であり，なぜそうなるか生理

解している必要がある。

C 仕訳への導入となる取引八要紫の組合・せの学習はなかなかむつかしいが3

ニの原則は結局「イロItJ、得るものJ (増加するもの〕 があれば，必ずその一方

では 「失うものJ(または何等かの義務を生ずる〉という朕則もできるだ

けやさ しい取引をと りあげて説明することがよい。 語伺としては草創蒋な減価

償却を，減価というやさしい方からとりあげてい《ようにしたい。

間口.

A さき座預金カ斗也の預金とちがって，引出し方法に小切手を使用する主いうこ

との理解をみようとしている。

s， C 問題の難易さからいって 100%の正答率を期待したいような問題であ

るが，20%の誤答をみた。大体小切手の振出しなどは， 粍験s 関心のないの

が普通であるから，IJ、切手の記入練習をやらせたれ で診れば通帳ゃ証書を

央際に党せも銀行預金についての関心を強めるよ うにしたい。
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昭和 33年度問題 (3) イ 正答率 1'3.3% 

会←

イ 株券とを土俊券について，つぎのうちで.lEしいとa窓うものにはO;{C，そうでな

いものには×をく 〉の中に脅さなさい。

( ) a. 歓を診も社債券もともに有価証券である。

く ) b.徐券は売貨できるが，社債券はできない。

( ) c.株券には必ず回当金がつくが，主t債券には利息がつかないとともあ

る。

C ) d.徐券は，株式会社への仕1資をあらわずまE券であり，社債券は，徐式

会社が事業資金主~~綾の人から借り入れるために発行した証券であ

る。

A 株券と主士俊券についての知訟をもとめ，株式会社の理解をみようと してい

る。

B 株券が1J:l，~毎証券であり ， 社債券が借入証券である こ との理解がなかなか国

援である。それに問者とも有価証券であって，何時でも自由に売買できるも

のである という点がどうしてものみこめない。それは株式会社の近代経営組

織3 機構の不理解に原因し℃いる。

。C できるだけ株券と社侠券の笑物を見せることが望ましいが， これは見本に

より代期される。教科書によっては写真が出ているのもあるが2 写真では強

〈印象づけられない。売寅自由の点については，新聞の証券禰や証券会社の ・

説明によれいつでも売買される ことを教たる。

株券と社債券を指導した後で有価証券について，その種類や共通の特色な

どを総合的に指導する必要がゐ:{)。

昭 和 33年 度 問題 (3) 口 正答率 ω.O~品

'んじ.101 しめ

~，つぎの a . b. c. d ~';l ， 決算のとき元1恨の各勘定を締切るために， 一般に

行う手続きである。先に行うものからj顧に番号を C)の中に書きなさい。

く ) a.当期純利裁を資本会蕗擁へ凝りかえる。
tt'sお"" こ争

く ) b.繍卸事項を記践する。

( ) c.当期の別主主や援失を損益勘定へ振りかえる。

( ) d.継や負あこ属する縦 および資本金勘定の残高を次期へ長示。
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A 決算手続順序を確かめることによってs決算が正し〈理解されるかどうか

をみようとしている。

B 決算手続11頂序は簡単なようでも，~携を・真に理解していなければ2 その正

確な順序だてはむつかしい。総勘定元帳の最後のしめくくり として2 欄iEP事

項の記入や減価償却(i剖義援益a/cへゆく方法もある〉が記入され， その後損益

勘定へ利益 ・損失勘定のすべてが振替えられて利益・損失勘定"土その残高が

Oとなって決算期の使命を果す。 すなわ乞利益 ・損失勘定は資産3 負債，

資本勘定のように次期へ繰越さない主いうことの獲傍が困難である。利益 ・

損失勘定は次期へ繰越さず，資産3 負債および資本金勘定n次期へ繰越され

るという意味が理解できればp この問題の解答は容易であろう。 aとcが何

番昌広くるかが最も迷うところであろう 。

C 利益 ・援宍勘定は繰越きれないから，各勘定の残高はどこかにもってゆか

ねばならない。そこで決算時において，集合勘定としての特殊胡J定である損

益勘定が特に設けられ，ここで純損益が計算される。算出された京嚇リ主主は資

本金勘定?と繰入れられるわけであるが3 その理由，をわかり易く理解させると

ともに3 損益計算勘定と貸借対照表勘定の相遣についても箆鮮させるよう に

する。 このこkは単に口頭の説明でなuこ，図式イじして説明した方がよい。

昭和 33年 度問 題(7) イ 1E答率 50.;3%

イ.つiFの文の{ }の中から適当なものを~つ選んで，その番号をOでかこみな

さい。

r 1. その手形が振ワt除されたとき | 
l ぽ 的、 ℃い i 

12. その手形を支払期日にE呈示されたとき l
為害容手形の名あて人は~:- : ~.:.:: = :::::' ~ ~-: =_. --(から，手1 3. その手形の引受を行ったとき | 

l 4 その手形の支払期日が過ぎたとき J 

形金義買を支払う義務が生ずる。

A .為替手形引受の理解構度をp 手形支払義務が生ずる時期からみたものであ

る。 、. 

B 約束手形と同様に考えて， 1の乎形援船日と答えたり，為替手形の名あて

人は3 呈示され‘れば必ず手形を支払う義務があるものと患いとんでおったた
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めに， 2の支払Ji耳目呈示の場合に答えたりして誤容することが:考えられる。

為替手形は約束手形と異なって3 名あて人の引受がなければ支払義務が生

じない。また為替手形の名あて人は9必ずみな引受をするもの主はかぎらず，

都合が悪ければ引受けない場合もしばしばあることを理解させるf必要があ

c 

る。

26.6% 定答率ロ昭和 33年度問題(7)
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手形を他人に譲り渡すときの裏書きの仕方言ど問うものであるo

このような問題は， 手形譲渡記入事実習によって，記入事項をよく理解して

おかねばならずp 正答率が意外に{g;かったのは3 学習時手f}診の表記に霊点が

おかれ，裏書の記入が患ったより 困難であったためではあるまいか。とくに

A 

B 

困難したことは，拒絶証書作成の義務免除，記名押印の理解が徹底していな

かったためや，宴蓄の場合には手形支払人へのあて名がない， たどの点が混

乱をきたさせた原因であろう。

拒絶証軒下成の義務〆旬徐ということの法律的理解をわかり易く説明し，そ

の後に手形用紙へ記入練習する。支払人のおて~がないのは，譲り渡し人と

譲り受人lt;J:，基盤警が行われる度ごとに次点と変わるが3 支払人は始めから終

c 

まで同一人で為るので，記名をはぷいたということも教えねばならない。
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昭和 33年度問題 (11) イ 正答率 a 56.7% b. 36.6% 

かんむ主 3

年.つぎの取引について，下の |二二二lの巾に書いてある勘定科目のうちから，
しわけ

やlEしいものを選んで，仕訳しなさい。
tふ&

a.商品￥10，000を仕入れ，代金は現金で仕払ったら

b 買給協をゑ000を小切手で仕払った。

|一現金設預金制融資鮎

信 7句 貸方

く仕訳)a. I 
b. 

A 1:1:訳の問題をこつに分けてp 仕訳の仕方をどの程度理解しているかをみよ

5としている。

B 仕訳は複式簿記の基本であり， 1:1て訳の正しい技能なくしては簿記を確笑に

理解することはできない。ところがこの仕訳については，いずれの学習者も

ひとしく困難を感じ理解に苦しむものである。そのことは， aのー香容易な

仕訳においてさえ56%の亙答しか示していないことでもわかる。

C 仕訳理解は，まず何よりも理論的なζ とはおとまわしにして，結局熟練に

よるほかはない。何回も何回もやさしい仕訳を時聞をかけて反複練習させる

ことによって，理解させるようにすることが大切である。

何れの取引を見ても，パット反射的に何勘定と何勘定が関係してくるかと

いうことが，熟練によって直ちに頭にうかんでくるようになることが最も室

ましい。しかしこのことは，中学校生徒に期待することは無理であろう。
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昭和 33年度 問題 (11J ロ E答本 a. 20.0% b. 2D.0% 

ロ.右の表は，ある傭人商腐における--1霊祭期間のはじめとおわりの財康状態をあ

らわしたものである。これをみて，つぎの問に答えたさいの ・

a.この営業期間のおわりの財業

状態は，つぎのどれにあたる

かoIEしいものを一つ選んで，

その番号をOでかこみなさい。
き・-

L 資産と負債が等しい

2. 資産と資本が等しい

3. 資本と負債が等しい

'b.この常業期間の純利校はL、くら

か。

答 率

|財 産iはじめ | ぉ わ り

9GO，OOO 

売掛金i￥ 5附 01等 400，000 

商品l￥ 2，00州 |￥ 2，500，000

備品 |￥ 300.000 

建物 |等 閑，∞01￥ 1，400，000

借入金 |￥ 。

A 財産状態の整理の仕方(貸借対照、表〉についての理解をみようとしてい

るO

B 財産宣整理するには資産p 守負債3 資本k分類し，資産一負債=資本の関係

において表示するのが貸借対照表であるが，この整理のしカ汁こを大っーかみに

することの技能が，じ帽 うぶんねられていなかったのではあるまいか。とく

にaの問題が 20% の低家を示していることは，以上の意味を真に理解して

いない証拠であり 1 bの問題も疋答率20%なのは， aの問題を解答すること

ができた者のみが1 bを正解できたことの証さであれこのことは全くの偶

'然ではないであろう。

C この指導のためには，大きな倒遂を 一 度だけ解けばよいというだけでな

<，財産整理に関する簡単な例題乞この問題の例のような出し二ぢでできる

だけ練習させて3 財産華客理の技能を身につけさせるーようにさせたい。その際

この問題のように期首と期末の財産を示して3 その聞における増減変化を若手

えさせるような指導を重点的にする必婆がある。
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昭和 34s手度問題 C3) lE答ギ唱0，8%

献しておL閣制制強l_.，その商品が畝状のとおりであった。下端
c: 

助宮容のうち。どの帳簿に記1仮したらよいか。記!慌を必要とするものの番号全部を答
らん ぽら..<

の闘に曾きなさL、。ただし.代金は来月iラ日払いの約束・である。

1. 現 金附紡簿 2. 仕入先元 It'長 3. ~議品有高幌

4 売 上様 ・5. 得意先先 l様 6.仕入車産

答

A 取引内容によって，どんな補助簿を選択したらよいかの理解を見ょうとし

ている。

B 補助簿は時間数の関係からも3 主主耳簿ほどの霊点がかけられないためもら

って理解が低く，対主要簿関係をしヲかりは握している者は少し、。すなわち

なぜに主要簿に記帳したものを3 もう 一度補助簿~.と記帳しなければならない

J勺ということの理解がされにくいのである。取引の内容に応じて補助簿を

選択するためには，補助簿の内容や役割jをよくは援していなければならな

C 

し、。

なおさ1:.後は，取引の司王笑として問題を提示された場合に，その関係をは掻

することに閑難を感ずるのではないか。

以上の二点が困難点といえよう e

(1) 総勘定元帳に記入されたものを，なぜもう一度補助簿に記入するかにつ

いては， :;まず補助記入梅と補助元艇の役割をのみこませる必要がある。す

なわち現金制糠，仕入院売上帳等の補助記入帳は明細簿であること

をp また，仕入先元帳3 得意先元1僚3 商品有高桜等の輔助フ己事長は，統轄勘

.定の内訳簿で、ある乙とを教えることが必要で‘ある。

(2) 偲k に補助簿を耳元扱った後に，金休を見通してそれぞれの特質や役割j

を，もう一度総合的に取上げる ことが必要である。その際3 乙の問題のよ

うに取引の具体的な事実を見包しもそれがどの帳簿におもなく記載され

るかを判断させることは，最も効果のゐる方法ではなかろうか。
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昭和 34年度問題 (8) 正答率. イ.69.:3% ロ. .50.1% 

A市の伊庖は売手で， B市の乙自主覧手である。筒底の聞で，開l益段を，つぎ

のイ.の条件できめた場合と，回.の条件できめお場合のこつについて，それJとれ

の耳拐l値段l土下の|ご二コ の中のどれにあたるか。あてはまるものを選んで，その

符号をく 〉の中に誓きいれなさい。
ζみた&

( )イ.甲儲からB市の駅までの運賃や積込費の苦IiI:がかりは甲j苫が負 する。

〈 ) "'.甲賂から乙踏までの逮貨や積込費等の諸がかりは乙腐が負担するD

8 持込値段 b発駅1疲働 c現場渡値段 d鰍糊竺J

A 商品売買の際，商品をどこで引渡すかによって，商品売買価格が築ってく

ることの理解をみ、ようと しているο

B この問題は比較約よ〈理解されている。各教手議;が，箆乎，貿乎め

倉庫や駅のプヲ 7 トフォ ームとか2 汽撃などを図に示して説明しであること

が生徒の理解を深めたものと思われる。ただいロ，の問題は，じ勺と落着

いて解答にあたらない主1.aとcを逆にしてしまうおそれもある。

C 売買価格の説明にらたってはp 何よりも視覚的:柚による学習が大切であ

る。たとえば，黒板に寛乎より買乎への商品選披線路説明問看己主きいて説明す

れば，生徒は理解に苦しまないのであるまいか。

昭和 34年度問題 (13) 亙答率 3.5.4% 

つぎの文の( )の中にあてはまるものを，下の に二二|の中から選んで， 去の

符号を( )のゆに委きいれなさい。

1. 欽道道送で，荷主が資事一台を借りきってものを送る場合札その送り方は

( )である。

2. 旅客列車の荷物事で送{>j~寺会は，その送りブヲはく 〉である。

3. 貨物輸送の申込手続や貨物昔話込等の仕事を引き受ける業者は( )である。

ニなも;I.)~;・ よ3ちずゆ ・、 レゃ

a. 遜迩業者 b. 小口敏い C.万屋 d・3詳扱い
ぞ4し

e。 小 荷物 1. 旅行あっ旋業患者
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A 貨物を送る場合には，いろいろの送り方があるが，それ等ち種の送夕方の

理解と，どういう業者がわれわれに代って申込手続や貨車積込等の仕事をや

らてくれるかという，運送事業者の理解をみようとしている。
t 

.s J. 3. の間収容易であるが，2の問につまづいたものと怒像される。小口

扱之小荷物は生徒が錯覚を起しやすい。

C 貨車使とか客車:使とかの理解の程度が低かったのではないだろうか。実ず

これらの翠解を深めてから3 磁J々 の送り方を教えることが効果的と思われ

る。貨物逮送に関する視覚書受材は比較的長官にあるようで主うるから，できる

だけそうしたものによって理解を深めるようにしたい。

町ま - とめ

1. 生徒が困難を感予るおもな点はつぎの通りである3

それは一言にしていえば 「内容の抽象性」ということではなかろうか。

第3群;全体にいえることであるが，内容が努来の生活に関係するものが多

く，生徒の直接経験するところとはならず，きわめて抽象性が強いというこ

とが指摘できょう。

〈例〉

取引と取引関係議類

約束手形 ・為替手形・特に荷為替手形

大賞仕入と小定住人の得失

諸種の会社組織

!金融機関の器演と特徴

受渡し場所と取引値段

倉庫 ・還送 ・保険等のしくら

株券と社後券、 等々

また使用される言語も経済界独特のものがあれことばのもつ抽象絵もま

た生徒の抵抗を感ずることがらの{つである占
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く例〉

{商標銘柄 附

資産・負債 ・資本・勘定 ・貸借対照表 など

2. 指導上どのような配慮をしたらよいか。

‘ (1) 教材をなるべく具象的に提示するようくふ うするこ と。

前述のような困難1生から考えて，内容の抽象性を克服することが，まず

第ーになされなければならない。

〈例〉

j-… いづ舟 Lの記入

取引関係省類の指導において，露支援にある領収響額の研究i錨組織のー……究
，金感激~の特質をしらべるための預貯金の既有経験

政j鐙i筑念の主導入としての家計簿の費目の利用 など

つぎには間接経験を具体的に示すための， スライドて映画・ 図表・笑物

見本などを縫示し3 現拘~を与えることが必要でおる。

特に視聴覚教材は，比較的多数製作もされているので3 地域ライプラy

{と連絡の上3 適切なものを用意すると効果が大きい。

〈例〉

j金磁機関の盛演と特徴
!!lIt直l倉庫業 ・漣送会社および迎送のしくみ，保険会社などのはたらき

/寂引関係著書類

|手形用紙
実物!

1金融機関発行のパνフレヅト
見本 |

|株券・社債券

L硲:際・銘柄・ 商号あつめなど

倒抽象的な知識伝達に終ることなしできるだけ笑際的な援を構成してP

その中で-問題解決をはかるような切実でリアルな指噂識をくふ うすること

が大切である。こGことは，比較的千特集を必要とするような教材に用いて

効果があると思われる。
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(例〉

1電報交の作成 3昨皮肉慾 (2)選択星雲照

〈本文に指導法を詳述した〉i録制械の記入 3峨糊 (2) 必憾照

貸借対照表の問題 31~t皮肉題 ( 6) 選択参照 など

(3) 教材内容には非常に似かよった内容をもつものや，比較対照してみると

はっき りするよ5なものが多い。また相互の特徴が混乱しているために，

問題解決が困難な場合も多い。

このような教材指導にあたっては3 図式化し，表解対照したり，あるい

は相互比護のための討議を行わせたりすることが，理解を助けることと息

われるc

〈例〉

f荻引関係寝込車両

|補二潜
図式化 <::::::: 

l受渡し場所による仕入依段の変化

L為替手形と約来手形 など

(;会社組織

炎示〈預貯金の認滋

1株券とを土俵君主のちがい など

討議一大量仕入れと小盆仕入れの得失 など

以上は主として抽象主主克服に対する指導方法について述べたが，その他

若干の指導上のくふうをのべると，

付)形式だけを与えるのでなしなぜこのような形式になるのかという発生

的な取扱いをくふうする。

〈例1)昭和33若手度 問題 (9) 必修参照

形式だけを与えておぼえきせた知設では， この音量の問題は続けない。売掛金， 買

摸金を記入してL、くためには，どのような項目が必要であるか，どのような形式で

記入していけばよいかという.発生的な取扱いをくふうすることが必裂である。

(例 2 ) 昭和30~皮肉庖 ( 4 ) 選煎参照

領収認の形式にしても同様である。受鎖裂には何が記載されるべきかという必要

条件を三替えさせ，それぞ形点的;:-f目立てるような指等法をとったらどうであろうc

(5) 教材のもつ言語詩的な発展から分析的に研究していくような学習の中にも

-124-



つねに全体としての関係を忘れず総合的に見ていく という，分担?と総合の

繰返しによる発展的な心理的な取扱いのくふうも大切である。

〈倒1) 昭和31~度問題 ( 6 ) 昭和33~1.t問題 (11) ロ 〈いずれも遺沢〉のよう

な財産終箆と仕訳の問題

心;訳の原則を先に暗記させておいてー兄1阪一決算というやり方カ当矧寸の総lliE的発

様であるが，始めに決算諸決定簿記の目的湿地下のために取上げ， 一仕釈の原則を暗

記させるのでなく，決算E者表にかかれる3壁際 ・損失く借方〉 ・負債・資本 ・利強〈・

貸方〉において，増加はその場所に，減少は反対側に記入整理するという盟解のさ

せ方をとり，ついで，総合的な小紋笥例fm(取引が6-7ぐらいの〉を与えて， T

字形a/cによる仕訳一元帳一決算という総合的な取扱いを行い，全体的な簿記のjj!.

とおしにたって，ま毛細に研究を進めるというみまえをとってみたらどうであろうか。

ω教材によっては，単なる理解に止まらず，反復練習して身につけさせな

ければならないものがある。問顕申より例会拾ってみると，

〈例〉

):金銭附納!慌における次期繰越の指導

l鎖収寵fの記入などは f9ノレを必袈と寸る

たとえば， 金銭出納帳については， 小学校でも指導しているのである

がs 次期繰越の記入f:l:中学校で新しく指導しなければならない事項であ

る。このように指導における器本的な事項を精選して重点的に反復練習し

て身につけさせるようにしなければならない3 ただし前述したように単な

る形式的練習でなし完封抗取扱によってじゅうぶん正しい理解が行わ

れた後のド J)Jレでみることは当然である。
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